
2023
令和5年度　

独立行政法人 国立文化財機構 概要

独立行政法人国立文化財機構 概要2023　発行日 ： 令和5年6月1日　編集・発行 ： 独立行政法人国立文化財機構　印刷 ： 有限会社太平印刷

〒110-8712　東京都台東区上野公園13番9号
電話：03-3822-1196　https://www.nich.go.jp

独立行政法人

国立文化財機構

JR 上野駅公園口、鶯谷駅下車 徒歩10分

東京メトロ  銀座線・日比谷線上野駅、 
千代田線根津駅下車 徒歩15分

京成電鉄 京成上野駅下車 徒歩15分

J

駅
野
上
R

JR鶯谷駅

黒田記念館

国際子ども
図書館

東京都美術館

東京文化財研究所

東京国立博物館

国立文化財機構本部

西門

正門

上野公園
上野動物園

国立科学
博物館

国立西洋
美術館

東京文化会館

東京メトロ
上野駅

◀東京メトロ
 根津駅

公園口

交番

N

噴水

京成上野駅



目　次 

ごあいさつ………………………………………………………………………  １
Ⅰ　国立文化財機構のあらまし………………………………………………  ２
Ⅱ　国立文化財機構の事業……………………………………………………  ６
　１　有形文化財の保存と継承並びに有形文化財を活用した
　　　歴史・伝統文化の国内外への発信……………………………………  ６
　　　（１）有形文化財の収集・保管、次代への継承
　　　■収集
　　　■保存・修理
　　　（２）展覧事業
　　　■展示・公開
　　　■博物館来館者数
　　　（３）教育・普及活動
　　　（４）有形文化財の収集・保管・展覧事業・教育普及活動等に関する
　　　　　調査研究
　　　（５）国内外の博物館活動への寄与
　　　（６） 文化財の積極的な活用による文化財の継承につなげる新たな

取組
　２　文化財及び海外の文化遺産の保護に貢献する
　　　調査研究、協力事業等の実施………………………………………… ８
　　　（１）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究
　　　（２）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基礎的な研究
　　　（３）文化遺産保護に関する国際協働
　　　（４） 文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・

活用
　　　（５）地方公共団体等を対象とする文化財に関する研修及び協力等
　　　（６） 文化財防災に関する取組

Ⅲ　各施設の活動……………………………………………………………… 10
　　　東京国立博物館………………………………………………………… 10
　　　京都国立博物館………………………………………………………… 12
　　　奈良国立博物館………………………………………………………… 14
　　　九州国立博物館………………………………………………………… 16
　　　東京文化財研究所……………………………………………………… 18
　　　奈良文化財研究所……………………………………………………… 20
　　　アジア太平洋無形文化遺産研究センター…………………………… 22
　　　文化財活用センター…………………………………………………… 24
　　　文化財防災センター…………………………………………………… 25

Ⅳ　資料………………………………………………………………………… 26
　　　役員
　　　運営委員会
　　　外部評価委員会
　　　職員数
　　　組織図
　　　予算
　　　外部資金受入

　　国立文化財機構からのお知らせ………………………………………… 28
　　　寄附・寄贈
　　　会員制度
　　　多様な観覧機会の確保と外部資金の獲得
　　　皇居三の丸尚蔵館の移管について

東京文化財研究所

九州国立博物館

奈良国立博物館
なら仏像館

京都国立博物館
明治古都館

東京国立博物館
本館（日本ギャラリー）

アジア太平洋無形文化遺産
研究センター

（表紙写真）

国立文化財機構：
発足から１０年の節目となった平
成２９年度に、ロゴマークを作成
しました。
コンセプト：「結び」
形は結びヒモとDNAのらせんの
形をかけ合わせたデザインです。
「結びヒモ」は「人と文化のつな
がり（文化財）」を、「DNA」は「昔
と今と未来のつながり（伝承）」
をイメージしています。
文化の遺伝子を深く理解し、世界
中の人々へ魅力的に伝承する国立
文化財機構の姿勢（こころ）を表
現しています。

奈良文化財研究所
本庁舎

【キャンパスメンバーズ】
　各国立博物館では、大学や専修学校等を対象としたキャンパスメンバーズ制度を設けています。本制度は大学等と博
物館との連携を深め、学生の皆さんにより博物館に親しんでいただく機会を提供することを目的としています。
　学生数に応じた年会費をお支払いいただくことにより、平常展（総合文化展、名品ギャラリー、名品展、文化交流展）
を無料で御観覧いただけるなど各博物館で様々な特典を御用意しています。

○多様な観覧機会の確保と外部資金の獲得
　国立文化財機構では、国内外の皆様に親しまれる博物館を目指し、展示解説、キャプション・音声ガイド等について
英語・中国語・韓国語での情報発信を推進し、日本の伝統文化や日本美術になじみの薄い方にも分かりやすい解説を目
指しています。
　また、観覧環境の整備やデジタル技術を用いたコンテンツ開発、オンラインを活用した教育活動、広報活動の充実に
取り組んでいます。
　文化財機構の業務の安定的な継続と業務の質の向上に必要な資金の充実のために、会員制度の充実やファンドレイジ
ング事業の推進、ユニークベニューに代表される保有財産の有効活用、競争的資金の獲得などの多様な財源の確保に努
めています。
　　　　　　　　　　　　

茶室八窓庵及び庭園をクラウドファンディング
により改修（奈良国立博物館）

○会員制度
　広く御支援をいただき運営基盤を確保するため、東京国立博物館・奈良国立博物館・九州国立博物館では賛助会員制
度を設けているほか、京都国立博物館では一般社団法人清風会による御支援をいただいています。
　また、来館者により博物館に親しんでいただくために、東京・京都・奈良・九州の４国立博物館ではそれぞれ様々な
会員制度を設けています。
　国立文化財機構発足１０周年を記念して、４館共通の国立博物館メンバーズパス制度を設けています。

【国立博物館メンバーズパス】

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

年会費
一般 ２，５００円（税込）

学生 １，２００円（税込）

特典

平常展
東京：総合文化展、京都：名品ギャラリー、奈良：名品展、九州：文化交流展
• 会員証の御提示により、何回でも無料で御観覧いただけます（御本人様のみ）。

その他

京都・奈良・九州国立博物館の特別展を、団体料金で何回でも御観覧いただけます（ただし、団体
割引設定がある場合のみ）。
• 各館券売所にて、会員証の御提示により、団体料金で観覧券を御購入いただけます（御本人様分のみ）。
• 学生の方は大学生（団体料金）の観覧券を御購入いただけます（御本人様分のみ）。

お申込み・
お問合せ先

総務課
渉外開発担当

03-3822-1111（代表）

総務課
事業推進係

075-541-1151（代表）

総務課
事業推進係

0742-22-4450（直通）

総務課

092-918-2807（代表）

光と食のアンサンブル～花宵の宴Directed by NAKED～
（京都国立博物館）

○皇居三の丸尚蔵館の移管について
　皇室から宮内庁への美術品類の御寄贈を契機として平成５年に開館した三の丸尚蔵館は、現在新施設への移行準備の
ため、令和元年度より宮内庁が新施設の建設工事を開始し、令和８年の全館開館を目指し工事を進めています。
　政府の方針により、令和５年１０月１日付で宮内庁から三の丸尚蔵館の管理・運営が国立文化財機構に移管されるこ
とが決定しました。移管後の名称は「皇居三の丸尚蔵館」とし、令和５年１１月３日にⅠ期棟の開館を予定しています。
　皇室から受け継いだ貴重な文化財を末永く大切に保管し、調査研究を進めるとともに、より多くの方々に親しんでい
ただけるよう、運営に取り組んでまいります。
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独立行政法人国立文化財機構は、４つの国立博物館（東京国立博物館、京都国立博
物館、奈良国立博物館、九州国立博物館）と、２つの研究所（東京文化財研究所、奈
良文化財研究所）、アジア太平洋無形文化遺産研究センターの７つの施設を運営してお
り、各施設はそれぞれの特色を活かした事業を展開しています。加えて、本部に設置
された文化財活用センター及び文化財防災センターでは、各施設と横断的に連携・協
力しながら、文化財を活用し、子供から大人まですべての人々が文化財に親しむ機会
を提供する事業や多様な文化財を頻発する災害からまもる事業を実施しています。
令和５年度は、各国立博物館においては、これまで蓄積した経験・実績を強みに、
引き続き体系的・通史的にバランスの取れた収蔵品の収集と保存管理、研究成果を踏
まえた魅力ある展示や教育普及事業等を継続してまいります。また、各研究所・センター
においては、文化財の基礎的・体系的調査研究の実施を通じ、新たな知見の開拓につ
ながる基礎的・探究的な調査研究等を推進してまいります。
当機構では、脆弱な文化財を適切に保存しつつ、最新の技術を活用した多様な手法
により我が国の歴史、伝統、文化に触れ、学び楽しむことができる環境を提供してい
くことや、文化資源の積極的な活用を図り、国内外の方々にその魅力をわかりやすく
紹介することで、我が国の文化観光に資することを今期の課題として取り組んでおり
ます。本年１０月には、宮内庁から皇居三の丸尚蔵館の管理・運営が当機構に移管さ
れることになります。機構がこれまで培ってきた博物館運営に関するノウハウや、文
化財の保存・活用に関する知見を活かし、皇室から受け継いだ貴重な文化財を末永く
大切に保管し、調査研究を進めるとともに、より多くの方々に親しんでいただけるよう、
運営に取り組んでまいります。
引き続き大変厳しい財政状況にあり、自己収入の増加、施設・設備の老朽化対策や
人材の確保・育成など、多くの課題を抱えた中での活動ですが、文化財を守り伝え、
多くの人々に鑑賞の機会を提供し、知っていただくということが現代の日本文化を生
きることと深く関わり、重要な意味を持っていることを十分理解していただけるよう
発信していくことが私共の責務であると考えます。
私共の果たすべき役割を充分認識し、皆様のお力添えをいただきながら一歩一歩着
実に前進できるよう取り組んでまいりたいと考えております。
何とぞよろしく御支援を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ
島谷　弘幸

独立行政法人国立文化財機構理事長
（九州国立博物館長）
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　独立行政法人国立文化財機構は、ともに文化財の保存及び活用という同一の目的を有する独立行政法人国立博物館（東京
国立博物館、京都国立博物館、奈良国立博物館、九州国立博物館）と、独立行政法人文化財研究所（東京文化財研究所、奈
良文化財研究所）の二つの法人の統合により、平成１９年（２００７）４月に発足しました。平成２３年（２０１１）１０
月に開所したアジア太平洋無形文化遺産研究センターを加え、現在では７つの施設を設置しています。また、法人本部に文
化財活用センターと文化財防災センターの２つのセンターを設置し、各施設と緊密に連携・協力しながらそれぞれの事業を
行っています。
　統一的なマネジメントの下で、貴重な国民的財産である文化財の保存・活用を一層効果的かつ効率的に推進するため、７
つの施設及び２つのセンターはそれぞれ次のような役割を果たしています。

東京国立博物館 周辺地図

●鉄道
JR上野駅公園口、又は鶯谷駅南口から 徒歩１０分
東京メトロ上野駅、根津駅、京成電鉄京成上野駅 
から 徒歩１５分

利用案内
開館時間／９：３０～１７：００
　　　　　※入館は閉館の３０分前まで
休 館 日／�月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館し、翌平日休館）

令和５年１２月１９日、年末年始（令和５年１２月２５
日～令和６年１月１日）
ただし、令和５年５月１日、８月１４日、令和６年３月
２５日は開館

　

観 覧 料／一般 １，０００円　大学生 ５００円
　　　　　※特別展は別料金
　　　　　※障がい者とその介護者各１名は無料
　　　　　※�満７０歳以上、高校生以下及び満１８歳未満は総合

文化展無料
　　　　　※�国際博物館の日（５月１８日。ただし月曜日に当た

る場合は翌日）、敬老の日、文化の日は総合文化展
無料

　　　　　

〒１１０-８７１２
東京都台東区上野公園１３-９
TEL：０３-３８２２-１１１１（代表）
https://www.tnm.jp/

卍

卍
●●●
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黒田記念館
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（公園口）

←至池袋 卍

卍

国立科学博物館

上野中

寛永寺

両大師

忍岡中

上野動物園

東京藝術大学
大学美術館 上野公園

国際子ども図書館

東京都
美術館

国立西洋美術館

東京文化会館

東京文化財研究所

九州国立博物館
　我が国とアジア諸地域との文化交流
を中心とした文化財について、収集、
保存、管理、展示、調査研究、教育普
及事業等を行っています。

東京文化財研究所
　我が国の文化財の研究を、基礎的なもの
から先端的・実践的なものまで多様な手法
により行い、成果を積極的に公表・活用す
るとともに、世界の文化遺産保護に関する
研究交流等を実施する国際協力の拠点とし
ての役割を担っています。

アジア太平洋無形文化遺産研究センター
　アジア太平洋地域における無形文化
遺産保護のための調査活動を促進する
とともに、無形文化遺産保護の国際的
動向に関する情報の収集と発信を行っ
ています。

東京国立博物館
　我が国の人文系の総合的な博物館と
して、日本を中心として広くアジア諸
地域にわたる文化財について、収集、
保存、管理、展示、調査研究、教育普
及事業等を行っています。

京都国立博物館
　京都に都が置かれた平安時代から江
戸時代の京都文化を中心とした文化財
について、収集、保存、管理、展示、
調査研究、教育普及事業等を行ってい
ます。

奈良国立博物館
　仏教美術及び奈良を中心とした文化
財について、収集、保存、管理、展示、
調査研究、教育普及事業等を行ってい
ます。

奈良文化財研究所
　文化財の保存と活用を図るために、平城宮跡
及び飛鳥・藤原宮跡、南都諸大寺を始めとした
古社寺をフィールドとして、考古、歴史、建築、
庭園及び保存の各分野が連携して総合的に調
査研究に取り組むとともに、国内外の文化財の
保存と活用に対する協力と助言を行っています。

文化財活用センター
　文化財に親しむための新たな方法の開発・展
開や機会の創出、国立博物館の収蔵品貸与促進、
文化財のデジタル資源化の推進、並びに、文化
財の展示・収蔵環境向上のための諸協力などの
事業を通じて、すべての人々が文化財を身近に
感じることができるよう取り組んでいます。

文化財防災センター
　頻発する各種の災害から文化財をま
もり、災害発生時の救援・支援を多く
の組織や専門家の協力によって迅速か
つ効果的に実施するため、我が国の文
化財防災体制の構築に取り組んでいま
す。

Ⅰ 国立文化財機構のあらまし
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京都国立博物館 周辺地図

●バス
JR京都駅又は近鉄京都駅から駅前市バスD２のりば
から乗車、博物館三十三間堂前下車すぐ

●鉄道
近鉄：�近鉄丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から七

条駅下車、東へ徒歩７分
京阪：�七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急：�京都河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から

大阪方面行きにて七条駅下車、東へ徒歩７分

七条通
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線

近鉄京都線

烏
丸
通

川
端
通 東

大
路
通

大
和
大
路
通

河
原
町
通

鴨
川 京都国立

博物館

三十三間堂

七
条
駅

JR京都駅 JR東海道線・新幹線
JR奈良線

利用案内
開館時間／９：３０～１７：００
　　　　　特別展期間中などは開館時間が変更されることがあります。
         　　※入館は閉館の３０分前まで
休 館 日／�月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館し、翌平日休館、ただし令和

６年１月２日開館）、令和５年１０月６日、年末年始（令和５年１２
月２５日～令和６年１月１日）

　　　　　※特別展及び準備・撤収期間は名品ギャラリーを閉室します。
　　　　　※その他、臨時に休館することがあります。
観 覧 料／一般 ７００円　大学生 ３５０円
　　　　　※特別展、名品ギャラリー部分開室及び庭園のみ開館期間等は別料金
　　　　　※障がい者とその介護者１名は無料
　　　　　※�満７０歳以上、高校生以下及び満１８歳未満は名品ギャラリー無料

〒６０５-０９３１　
京都府京都市東山区茶屋町５２７
TEL：０７５-５４１-１１５１（代表）
https://www.kyohaku.go.jp/

周辺地図

●鉄道
近鉄奈良駅下車　登大路を東へ徒歩１５分

●バス
JR奈良駅又は近鉄奈良駅から市内循環バス（外回り）
「氷室神社・国立博物館」下車すぐ

利用案内
開館時間／９：３０～１７：００
　　　　　※�毎週土曜日（年末年始を除く）の名品展、特別陳列、

特集展示は２０：００まで
　　　　　※その他、周辺行事にあわせ開館時間を延長します。
　　　　　※特別展（共催展を含む）は展覧会ごとに定めます。
　　　　　※入館は閉館の３０分前まで
休 館 日／�月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館し、翌平日休館）、

年末年始（令和５年１２月２８日～令和６年１月１日）
　　　　　※その他、臨時に休館することがあります。

観 覧 料／一般 ７００円　大学生 ３５０円
　　　　　※特別展は別料金
　　　　　※障がい者とその介護者各１名は無料
　　　　　※�満７０歳以上、高校生以下及び満１８歳未満は名品展

無料
　　　　　※�国際博物館の日（５月１８日。ただし月曜日に当たる

場合は翌日）、関西文化の日、おん祭お渡り式の日
（１２月１７日）及び節分の日は、名品展無料

〒６３０-８２１３
奈良県奈良市登大路町５０
TEL：０７４２-２２-７７７１（代表）
https://www.narahaku.go.jp/

奈良国立博物館
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九州国立博物館 周辺地図

●鉄道
西鉄電車：西鉄福岡（天神）駅から西鉄天神大牟田線（特急
約１６分／急行約１８分）で西鉄二日市駅乗り換え、西鉄太
宰府線（約５分）で西鉄太宰府駅下車、徒歩約１０分。
※特急／急行料金不要
JR：JR博多駅からJR鹿児島本線（快速約１５分）でJR二日
市駅下車、JR二日市駅から西鉄二日市駅（徒歩約１２分、バ
ス約６分）、西鉄二日市駅から西鉄太宰府線で西鉄太宰府駅下
車、徒歩約１０分。

●タクシー
JR二日市駅から約１５分・福岡空港から約３０分。

●西鉄バス
博多バスターミナル（１階１１番のりば太宰府行き）から西
鉄太宰府駅下車（所要時間約４０分）、徒歩約１０分。

九州国立博物館

県道筑紫野太宰府線

西鉄
太宰府駅

西鉄太宰府線

光明禅寺

太宰府天満宮

76

35

利用案内
開館時間／９：３０～１７：００
　　　　　※入館は閉館の３０分前まで
休 館 日／�月曜日（祝日・休日に当たる場合は開館し、翌平日休館）、年末（令和５

年１２月２４日～３１日）
観 覧 料／一般 ７００円　大学生 ３５０円
　　　　　※特別展は別料金
　　　　　※障がい者とその介護者１名は無料
　　　　　※�満７０歳以上、高校生以下及び１８歳未満は文化交流展（平常展）無料
　　　　　※�国際博物館の日（５月１８日。ただし月曜日に当たる場合は翌平日）及

び敬老の日は、文化交流展（平常展）無料

〒８１８-０１１８
福岡県太宰府市石坂４-７-２
TEL：０９２-９１８-２８０７（代表）
www.kyuhaku.jp

東京文化財研究所

●鉄道
JR鶯谷駅下車　南口より徒歩１０分
JR上野駅下車　公園口より徒歩１５分
東京メトロ：銀座線・日比谷線上野駅下車　徒歩２０分、千代
田線根津駅下車　徒歩２０分
京成電鉄：京成上野駅下車　徒歩２０分

周辺地図

卍

卍
●●●

J
R
上
野
駅

JR鶯谷駅

至
東
京
↓

（公園口）

←至池袋 卍

卍

国立科学博物館

上野中

寛永寺

両大師

忍岡中

東京国立博物館

上野動物園

東京藝術大学
大学美術館 上野公園

黒田記念館
国際子ども図書館

東京都
美術館

東京文化財研究所

国立西洋美術館

東京文化会館

〒１１０-８７１３
東京都台東区上野公園１３-４３
TEL：０３-３８２３-２２４１（代表）
https://www.tobunken.go.jp/

利用案内
●平城宮跡資料館
　開館時間／９：００～１６：３０（入館は１６：００まで）（無料）
　休 館 日／月曜日（祝日・休日の際は開館し、翌平日休館）、年末年始（１２

月２９日～１月３日）
　お問合せ／研究支援推進部連携推進課：０７４２-３０-６７５３
●藤原宮跡資料室
　開館時間／９：００～１６：３０（無料）
　休 館 日／年末年始（１２月２９日～１月３日）及び展示替え
　お問合せ／都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）：０７４４-２４-１１２２

●飛鳥資料館
　開館時間／９：００～１６：３０（入館は１６：００まで）
　休 館 日／月曜日（祝日・休日の際は開館し、翌平日休館）
　　　　　　年末年始（１２月２６日～１月３日）
　観 覧 料／一般 ３５０円　大学生 ２００円
　　　　　　※特別展は別料金の場合があります。
　　　　　　※障がい者とその介護者１名は無料
　　　　　　※�満７０歳以上、高校生以下及び満１８歳未満は無料
　お問合せ／飛鳥資料館：０７４４-５４-３５６１

奈良文化財研究所

奈良文化財研究所・平城宮跡資料館
●鉄道
　近鉄大和西大寺駅北口から徒歩１０分
●バス
　JR・近鉄奈良駅より奈良交通バス「二条町」下車

奈良文化財
研究所

京都

平城宮跡
資料館

大極殿
東院
庭園

一条通

津
木

線
本
西
関
Ｒ
Ｊ

奈良

駅
良
奈

阪
大

新大宮駅

大宮通
道
国

線
号

近鉄奈良線
朱雀門

平城宮跡

大和西大寺駅大阪難波

線
原
橿
鉄
近

前
宮
神
原
橿

遺構
展示館

都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）
　近鉄大和八木駅よりタクシーで２０分
飛鳥資料館　　　　　
●タクシー
　近鉄橿原神宮前駅よりタクシーで２０分
●バス
　�近鉄橿原神宮前駅、飛鳥駅より明日香周遊バス（かめ

バス）「明日香奥山・飛鳥資料館西」下車、又は近鉄
桜井駅より奈良交通バス「飛鳥資料館」下車

飛鳥資料館

都城発掘
調査部
（飛鳥・藤原地区）

近
鉄
橿
原
線

橿原神宮前駅

畝
傍
御
陵
前
駅

国道24号線

国道165号線

国
道
169
号
線

近鉄大阪線
耳成駅

桜井

吉野

桜井

JR桜井線

香久山

大阪上本町

高田

大和八木駅

畝傍駅

山田寺

飛
鳥
川

奥山
久米寺

飛鳥坐神社

橿原神宮
大阪阿部野橋

近鉄南大阪線

飛鳥・藤原地区周辺地図／平城地区

〒６３０-８５７７
奈良県奈良市二条町２-９-１
TEL：０７４２-３０-６７３３（代表）
https://www.nabunken.go.jp/
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●鉄道
　JR西日本阪和線・関西空港線「百舌鳥」駅下車徒歩６分
●バス
　南海バス「堺市博物館前」下車徒歩４分

周辺地図

〒５９０-０８０２
大阪府堺市堺区百舌鳥夕雲町２丁（堺市博物館内）
TEL：０７２-２７５-８０５０（代表）
https://www.irci.jp/jp/

文化財活用センター

文化財防災センター

〒１１０-８７１２
東京都台東区上野公園13-9（東京国立博物館 東洋館5階）
TEL：０３-５８３４-２８５６
https://cpcp.nich.go.jp/

〒６３０-８５７７
奈良県奈良市二条町２-９-１（奈良文化財研究所内）
TEL：０７４２-３１-９０５６
https://ch-drm.nich.go.jp/

アジア太平洋無形文化遺産研究センター（IRCI）
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国立文化財機構は、次のような事業を展開しています。

有形文化財の保存と継承並びに有形文化財を活用した歴史・伝統文化の国内外への発信１

Ⅱ 国立文化財機構の事業

（１）有形文化財の収集・保管、次代への継承
　歴史・伝統文化の保存と継承の中核的拠点として、体系的・通史的にバランスのとれた所蔵品の蓄積を図る観点から、各
国立博物館はその収集方針に沿って適時適切な収集に努めています。
　寄贈品や寄託品の受入れについても、文化庁とも連携し、登録美術品制度の活用や相続税の猶予措置などといった税制面
での環境整備を進めるなど、積極的に取り組んでいます。
　また、国民共有の貴重な財産である文化財を永く次代へ伝えていくため、収蔵品の管理を徹底し、文化財の保存環境を整
備するとともに、修理・保存処理を必要とする収蔵品については、機構の保存科学研究員と機構内外の修復技術の担当者の
連携の下、伝統的な修理技術とともに科学的な保存技術の成果を取り入れ、緊急性の高い収蔵品から順次計画的に修理を行い、
文化財保存修理所等は文化財防災も視野に入れながら、国と協力して整備充実を図っています。

■収集
　体系的・通史的にバランスの取れた所蔵品の蓄積を図るため、また、有形文化財の散逸や海外流失を防ぐため、有形文化
財の収集（購入・寄贈・寄託）に不断の努力を続けています。
　また、４博物館それぞれの特色を生かし平常展を更に充実させるため、社寺や個人が所有する文化財の寄託を受け入れて
います。

所蔵品　� （件）　〔参考〕

合　計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館 奈良文化財研究所

総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 国宝 重文

１３２，８６６ １３５ １，００９ １２０，８１２ ８９ ６４９ ８，５２６ ２９ ２００ １，９４７ １３ １１４ １，５８１ ４ ４６ １ ５

（令和５年３月３１日現在）

寄託品� （件）

合　計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 総数 国宝 重文 総数 国宝 重文

１２，５９２ １９９ １，２０４ ２，６６８ ５４ ２６０ ６，５８７ ８９ ６１９ １，９３７ ５４ ３１１ １，４００ ２ １４

（令和５年３月３１日現在）

■保存・修理
　有形文化財はおおよそ１００年に１回の本格修理を重ね、今日まで伝世しています。機構では日常的な展示・保管のため
の応急（対症）修理や、収蔵品の損傷の進行状況に合わせた計画的な本格修理を実施しています。

（２）展覧事業 
　常に来館者のニーズ、最新の学術的動向などを踏まえ、かつ国際文化交流にも配慮しながら質の高い展示、魅力ある展覧
会を開催することにより、日本及びアジア諸地域の歴史・伝統文化についての理解が深められるよう、国内外への情報発信
に努めています。
　また、来館者に親しまれる施設を目指し、開館時間の柔軟な設定、施設の多言語化、バリアフリー化、各種案内の充実など、
より良い観覧環境の整備とお客様の声を伺いながら管理運営の見直し改善を行うなど、常に来館者の立場に立った展覧事業
に努めています。

■展示・公開 
　国宝・重要文化財をはじめとする古美術品や考古資料等の文化財に接し、美や感動を味わっていただくため、各国立博物
館の特色を十分に発揮した平常展・特別展等を開催しています。また、海外の博物館・美術館とも協力・連携して、相互に
文化を紹介する展覧会を開催しています。
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■博物館来館者数（令和４年度）
合　計 東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

２，２９６，０５２人 １，２４７，７５０人 ２４５，４８９人 ２７９，６１３人 ５２３，２００人

（３）教育・普及活動
　日本及びアジア諸地域の歴史・伝統文化についての理解促進を図るため、学校や社会教育団体などと連携協力しながら、
講演会、ワークショップ等の学習機会を提供しています。また、教育活動の更なる充実を図るためのボランティア活動の支
援や、大学との連携事業、博物館関係者・修理技術者等を対象とした研修等による人材育成等の事業も行っています。
　また、文化財情報や、各種資料の収集と公開、展示や教育事業等、積極的にウェブを活用し、国内外へ広報をしています。

（４）有形文化財の収集・保管・展覧事業・教育普及活動等に関する調査研究
　有形文化財の収集・保管・展示事業・教育活動等に関する調査研究を計画
的に実施し、先進的かつ有用な情報を集積し調査研究を行っています。
　その成果などを刊行物やウェブサイト活用などの様々な方法で広く公開す
ることにより、次世代への継承及び我が国の文化の向上に寄与しています。

（５）国内外の博物館活動への寄与
　収蔵品を国内外の展覧会でも活用していただけるよう、保存状態や保存環
境などを総合的に勘案し、国内外の博物館等へ積極的に貸与しています。
　また、専門的・技術的な指導・助言を行い、国内外の博物館や美術館等と
の情報交換に努めています。

国際シンポジウム「アジアの博物館教育は、いま―国立博物館
の事例から―」（ハイブリッド開催）（京都国立博物館）
（令和５年２月４日）

特集展示「種子島－風と波が育んだ歴史－」（九州国立博物館）
（令和４年１２月１３日～令和５年２月１２日）

東京国立博物館創立150年記念特集「つたえる、つな
ぐ―博物館広報のあゆみ―」（東京国立博物館）
（令和４年9月27日～11月6日）

鑑賞ガイド・ワークシート（いずれも多言語で制作）
（京都国立博物館）

奈良県と大分県の小学生を対象としたオンライン交流学習
（奈良国立博物館）

所蔵するガラス作品の成分調査（九州国立博物館）
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デジタル技術と高精細複製品を活用した日本美術の体験型展示
「未来の博物館」（文化財活用センター）

　貴重な文化財を次代へ継承していくために必要な知識・技術の基盤の形成に寄与するため、以下の調査研究を行っています。

（１）新たな知見の開拓につながる基礎的・探求的な調査研究
　国内外の機関との共同研究や研究交流を含め、文化財に関する基礎的・体系的な調査研究や文化財の保存・活用のための
調査研究に取り組んでいます。その成果は、基礎的データの増大や学術的知見の蓄積、文化財指定等の基礎資料の提供につ
ながり、国・地方公共団体における文化財保護施策の企画・立案、文化財の評価等に関し、個別的・総合的に寄与しています。

（２）科学技術を応用した研究開発の進展等に向けた基盤的な研究 
　文化財の価値や保存に関する研究の進展を図るため、次のよう
な研究開発及び調査研究に取り組んでいます。
　①�文化財の調査手法に関する研究開発を推進し、科学技術を的
確に応用し、文化財の調査手法の正確性、効率性等の向上に
寄与しています。また、文化財を生み出した文化的・歴史的・
自然的環境等の背景やその変化の過程を明らかにすることに
寄与しています。

　②�文化財の保存科学や修復技術・修復材料・製作技法に関する
中核的な研究拠点として、最新の科学技術を応用し、文化財
研究としての新たな技術の開発を進め、国内外の機関との共
同研究や研究交流を図り、先端的な調査研究を推進しています。

文化財及び海外の文化遺産の保護に貢献する調査研究、協力事業等の実施２

第16回公開学術講座「無形文化財と映像」（東京文化財研究所） 興福寺の古文書調査風景（奈良文化財研究所）

可搬型分析装置を用いた建造物に施されている彩色材料の現地
調査（東京文化財研究所）

（６）文化財の積極的な活用による文化財の継承につなげる新たな取組
　文化財が持つ新たな魅力や価値を引き出し、文化財を通した豊
かな体験と学びを提供することで、文化財の次世代への確実な継
承のみならず、地方創生、観光振興につながる新たな活用のあり
方を目指します。
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（３）文化遺産保護に関する国際協働
　海外の文化遺産情報の収集・研究・発信や、諸外国での文化遺
産保護協力事業実施のほか、文化遺産の保存・修復に関する人材
育成や技術移転などの事業を総合的に展開することで、我が国が
有する文化遺産保護に関する知識・技術・経験を活かしながら、
この分野での国際協力を推進しています。また、アジア太平洋地
域において活動する研究者や研究機関等を支援し調査研究活動を
促進するとともに、関係機関と連携のもと、自然災害等によって
危機に瀕したものに重点を置きつつ当該地域の無形文化遺産保護
のための調査研究を行うなど、人類共通の財産である有形・無形
の文化遺産の保護のための活動を通じて、諸外国との文化的交流
及び相互理解の促進に貢献しています。

（４）文化財に関する情報資料の収集・整備及び調査研究成果の公開・活用
　文化財に関する資料の収集・整理・保管を行うとともに、情報
や調査研究の成果を広く外部に公開・提供するために、文化財に
関する資料の電子化の推進及び専門的アーカイブの拡充、公開講
演会や国際シンポジウムの開催、各施設ウェブサイトの充実など
に取り組んでいます。また、奈良文化財研究所の平城宮跡資料館、
藤原宮跡資料室、飛鳥資料館においては、調査研究成果に関する
展示を充実させ、広く一般の方に理解を深めていただけるよう努
めています。

（５）地方公共団体等を対象とする文化財に関する研修及び協力等
　これまでの調査研究成果を活かし、地方公共団体等のニーズを
踏まえた研修を実施し、知識・技術の向上に寄与するとともに、
連携大学院教育を実施し、今後の我が国の文化財保護における中
核的な人材育成を行っています。また、平成２３年に発生した東
日本大震災では、文化庁の要請により行った文化財等救援活動に
おいて、中心的な役割を担いました。この経験を活かし、今後予
想される巨大地震等大規模災害に対し文化財等の防災・救援等を
行うネットワークを構築するため、全国的な連携・協力体制の整
備に向けて調査研究、人材育成等を行っています。

（６）文化財防災に関する取組
　今後起こりえる巨大地震から、毎年のように起こる洪水まで、
繰り返し起こる多様な災害に対して、文化財の防災・救援のため
の連携・協力体制の構築に取り組むとともに、災害発生時には専
門的な知見から必要となる支援を行います。また、救援活動や防災・
減災のためのガイドラインの作成、展示方法や収蔵環境等におけ
る防災力向上のための技術開発、そして、文化財防災に関する地
域の専門的人材の育成を図るための研修会の開催などの取り組み
を行っています。

「アジア太平洋地域の無形文化遺産に関する研究情報の持続的
収集」事業に関わる協力機関との会合（モルディブ）（アジア
太平洋無形文化遺産研究センター）

第56回オープンレクチャーの様子（東京文化財研究所）

文化財担当者研修（文化財写真課程）での実習（奈良文化財研
究所）

紙資料の救出（文化財防災センター）
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東京国立博物館
我が国の人文系の総合的な博物館として、日本を中心として広くアジア諸地域にわたる文化財につい
て、収集、保存、管理、展示、調査研究、教育普及事業等を行っています。

■展示・公開
●総合文化展
　総合文化展は、当館の収蔵品、寄託品を展示するもので、当館の展示事業の中核を成すものです。年間４００回程度の展示替を
定期的に実施しています。
　各展示館ごとの特色は次のようになっています。
本　　　　館：�２階は縄文時代から江戸時代までの日本美術の流れをたどる時代別展示、１階は彫刻、陶磁、刀剣などのジャンル

別展示で構成しています。
東 洋 館：中国、朝鮮半島、東南アジア、西域、インド、エジプトなどの美術と工芸、考古遺物を展示しています。
平 成 館：�考古展示室（１階）では、土偶、銅鐸や埴輪をはじめとする旧石器時代から江戸時代までの考古遺物を展示し、企

画展示室（１階）では特集や教育普及事業に関連した展示などを行っています。
法隆寺宝物館：奈良の法隆寺から皇室に献納された宝物３００件余りを収蔵・展示しています。
表 慶 館：近年は、特別展の展示会場やイベント会場として活用しています。
黒田記念館：日本近代画家の黒田清輝の遺言により竣工された建物です。黒田清輝の作品を展示・公開しています。

●特集
　総合文化展の一部として、特にテーマ性、企画性の高い内容で構成する特集を行っています（展示期間は予定です）。
・「儒教の美術―湯島聖堂由来の絵画・工芸を中心にして」（令和５年６月２７日～８月６日）
・「藤原定家―『明月記』とその書―」（令和５年６月２７日～８月６日）
・「近世のやまと絵－王朝美の伝統と継承－」（令和５年９月５日～１２月３日）
・「中国書画精華―日本におけるコレクションの歴史」（令和５年１０月３１日～１２月２４日）
・「キリシタンの祈りと聖母マリア」（令和５年１１月２８日～１２月２４日）
・「茶碗　茶の湯を語るうつわ」（令和６年１月２日～３月１０日）　　　　　　　　　ほか
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Ⅲ 各施設・センターの活動

東京国立博物館長
藤原　誠

東京国立博物館は、明治５年（１８７２）に東京の湯島聖堂大成殿で開催された文部省博覧会
の開幕をきっかけに「文部省博物館」として発足し、今日まで続く日本で最も長い歴史を持つ博
物館です。
国宝・重要文化財をはじめ、日本を中心に広くアジア諸地域にわたる約１２万件の有形文化財

を収蔵し、それらの魅力を広く世界へ発信するとともに、大切に守り未来へと継承する使命を担っ
ています。
令和４年（２０２２）には創立１５０年という歴史的な節目を迎え、さまざまな周年記念事業

を実施することができました。東京国立博物館の創立から今日に至るまでの歴史を振り返るとと
もに、未来に向けて思いを新たにする、貴重な一年となりました。
博物館の存在意義や使命をふまえ、今後も調査研究、収集、保管、修理といった事業を着実に

実施し、より多くの方と文化財の魅力や博物館の楽しさを分かち合えるような展示、教育普及や、
新たな事業を展開していくことで、過去と現在、そして未来への懸け橋として、新たな一歩を踏
み出してまいります。

東京国立博物館創立１５０年記念特集「コレク
ションの探求　はにわ展から５０年」
（令和５年２月２８日～４月９日）

沖縄復帰５０年記念　特別展「琉球」
（令和４年５月３日～６月２６日）

東京国立博物館創立１５０年記念　特別展「国宝
東京国立博物館のすべて」
（令和４年１０月１８日～１２月１８日）



●特別展
　研究成果の公開の場として、またお客様の関心に応える場として、特別展を開催しています。以下は令和５年度に開催する展覧
会です。
・特別展「東福寺」（令和５年３月７日～５月７日）
・特別展「古代メキシコ　－マヤ、アステカ、テオティワカン」（令和５年６月１６日～９月３日）
・「横尾忠則　寒山百得」展（令和５年９月１２日～１２月３日）
・浄瑠璃寺九体阿弥陀修理完成記念　特別展「京都・南山城の仏像」（令和５年９月１６日～１１月１２日）
・特別展「やまと絵―受け継がれる王朝の美―」（令和５年１０月１１日～１２月３日）

●海外展
・「日本の美の原点」：イラクリオン考古学博物館（ギリシャ）（令和５年６月２日～９月２４日）

■文化財の収集・保管・修理
　日本を中心とするアジア諸地域の文化財の体系的な陳列を目指し、購入・寄託・寄贈によって、文化財の収集に努めています。
　年月を経て劣化した文化財を将来にわたって安全に公開できるように、展示室や収蔵庫の環境改善、展示・輸送方法の改良、文
化財の状態診断を実践しています。令和４年度は年間約９０件の本格修理や年間約４００件の応急（対症）修理を行いました。

■教育普及
　来館者にとってのより良い博物館体験の創出を目指して、さまざまな人々が博物
館に親しみを感じられる機会の提供と、日本と東洋の文化の理解を深めるための手
助けを行います。学校等との連携やボランティア活動の支援を行うとともに、先導
的な事業のモデル化を図り、我が国の中核の博物館にふさわしい教育普及活動を実
施しています。
〇�学習機会の提供：ギャラリートーク、講演会、連続講座、ワークショップ、ツアー、
鑑賞ガイドアプリ「トーハクなび」、日本文化体験、パンフレット等の作成、キッ
ズデー、その他展示関連イベント
〇�教育普及的展示・体験コーナー：親と子のギャラリー、日本文化のひろば、みど
りのライオン体験コーナー、東洋館オアシス
〇�学校との連携：スクールプログラム（鑑賞支援、職場体験、盲学校対応）、教員研
修
〇�大学との連携：キャンパスメンバーズ制度（講座・セミナー）、インターンシップ
学生の受入、東京藝術大学大学院との連携によるインターンシップ
○ボランティア活動：各種教育普及の補助、館内案内、ガイドツアー等
〇�バリアフリー対応：点字パンフレット、触察ツールの制作と運用、盲学校のため
のスクールプログラム、センサリーマップの公開、講演会等での音声認識サービ
スの運用等
※一部プログラムをオンラインで実施します。

■調査研究
　日本を中心に広くアジア諸地域にわたる文化財について計画的な調査研究を実施
し、文化財の収集・保存・展示活動に反映しています。調査研究には科学研究費補
助金や文化活動の助成金も活用しています。
令和５年度の研究テーマの一部を紹介します。
・特別調査「法隆寺献納宝物」「書跡」「工芸」「彫刻」「絵画」「考古」
・関東地域の社寺所蔵文化財に関する調査研究
・東洋民族に関する調査研究
・美術工芸品に用いられた画絹及び染織品の組成にかかる共同研究
・「初期伊万里の粋－染付から初期色絵まで」ほか特集に関連する調査研究
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キッズデーの様子

　 特別調査「書跡」　作品調査の様子

月例講演会の様子

施設概要　� （m2）

土地面積
 

１２０，２７０（黒田記念館、柳瀬荘含む）
 

建　　物
 	 建築面積	 ２３，６５１	 延 面 積	 ７８，４７１

展 示 館
 

	 展示面積 計	 １８，５６７
	 収蔵庫面積 計	 １１，６０３

本　　館
 

	 建築面積	 ６，６０２	 延 面 積	 ２２，４１６
	 展示面積	 ６，９４１	 収蔵庫面積	 ３，７１３

東 洋 館
 

	 建築面積	 ２，８９２	 延 面 積	 １２，５３１
	 展示面積	 ４，２５０	 収蔵庫面積	 １，３７９

平 成 館
 

	 建築面積	 ５，５４２	 延 面 積	 １９，４０６
	 展示面積	 ４，４７１	 収蔵庫面積	 ２，４４６

法隆寺宝物館
 

	 建築面積	 １，９３５	 延 面 積	 ４，０３１
	 展示面積	 １，４６２	 収蔵庫面積	 ２９１

表 慶 館
 

	 建築面積	 １，１３０	 延 面 積	 ２，０７７
	 展示面積	 １，１７９	 収蔵庫面積	 ０

黒田記念館
 

	 建築面積	 ７２４	 延 面 積	 １，９９６
	 展示面積	 ２６４	 収蔵庫面積	 ２５

そ の 他
 

	 　　　	 　　　	 延 面 積	 １６，０１４
	 建築面積	 ４，８２６	 収蔵庫面積	 ３，７４９

沿革
明治５年（１８７２）	 �旧湯島聖堂の大成殿で開催された日本初の博覧

会を機に、「文部省博物館」として発足
明治８年（１８７５）	 �内務省所管となる。陳列区分は天産、農業山林、

工芸器械、芸術、史伝、教育、法教、陸海部の
８部門

明治１５年（１８８２）	 �上野寛永寺本坊跡の現在地に移転
明治２２年（１８８９）	 宮内省所管の「帝国博物館」となる
明治３３年（１９００）	 「東京帝室博物館」と改称
明治４２年（１９０９）	 表慶館が開館
大正１２年（１９２３）	 関東大震災により、旧本館が損壊
大正１４年（１９２５）	 �天産部の列品を文部省の東京博物館(現在の国立

科学博物館)などに移管
昭和１３年（１９３８）	 現在の本館が開館
昭和２２年（１９４７）	 文部省に移管「国立博物館」と改称
昭和２７年（１９５２）	 「東京国立博物館」と改称
昭和３９年（１９６４）	 法隆寺宝物館（旧館）が開館
昭和４３年（１９６８）	 文化庁の発足により同庁に移管。東洋館が開館
昭和５９年（１９８４）	 資料館が開館
平成１１年（１９９９）	 法隆寺宝物館が開館、つづいて平成館が開館
平成１３年（２００１）	 独立行政法人国立博物館東京国立博物館となる
平成１９年（２００７）	 �独立行政法人国立文化財機構　東京国立博物館

となる



京都国立博物館
京都に都が置かれた平安時代から江戸時代の京都文化を中心とした文化財について、収集、保存、管理、
展示、調査研究、教育普及事業等を行っています。
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■展示・公開
●名品ギャラリー
　平成２６年９月にオープンした「平成知新館」名品ギャラリーでは、陶磁・考古・絵画・
書跡・工芸・彫刻といった分野ごとに展示室が設けられており、様々なテーマの下、収
蔵品・寄託品をあわせ約２万件の収蔵品の中から選ばれた作品が展示されており、京文
化の神髄をお楽しみいただけます。随時展示替が行われており、足を運ぶ度、新たな作
品との出会いがあります。

●特別展等　　　
・�親鸞聖人生誕８５０年　特別展「親鸞―生涯と名宝」令和５年３月２５日（土）～５月２１日（日）
・ 特別展「東福寺」令和５年１０月７日（土）～１２月３日（日）
※�なお、現在は明治古都館（本館）が休館中のため、名品ギャラリーと特別展を交互に開催しております。

　京都は、８世紀末の平安京遷都以降、１９世紀後半の明治維新に至るまで、１千年余りの長期に
わたって日本の都として繁栄し、日本文化の中枢としての機能を担ってきました。
　京都国立博物館は、こうした伝統の地である京都の東山の一角に明治３０年（１８９７）に開館
しました。以来、京都の有形文化財を核として、日本の伝統文化を保存・継承し、同時にその価値
や魅力を国内外へ広く発信することを大きな目的としています。
　近年の激動の情勢にあっても、新たな生活様式やSDGsを念頭に置きながら、高水準な活動を
維持し、国際化、情報化への対応も深めるよう努めてまいりました。今後も、施設の老朽化などの
改善を図りつつ、学校教育や生涯学習の拠点、探求や創造の場、癒しの空間、あるいは観光の拠
点など、誰もが利用しやすく、充実した時間を過ごしていただけるような施設を目指し、邁進して
まいります。

京都国立博物館長
松本　伸之

■文化財の収集・保管・修理
　京都国立博物館では設立以来、社寺に伝来してきた名宝の寄託を多数受けています。
また、京都文化に関する美術・考古資料をはじめとする文化財の購入及び寄贈によっ
て､ 収蔵品は年々増加しています。
　こうした文化財を後世に伝えるためには、適切な修理や保存処置を施す必要がありま
す。昭和５５年には日本で最初の総合的文化財修理専用施設として、文化財保存修理所
が業務を開始しました。

文化財保存修理所での修理風景

平成知新館

伝教大師１２００年大遠忌記念　特別展
「最澄と天台宗のすべて」
（令和４年４月１２日～５月２２日）

特別展「河内長野の霊地　観心寺と金剛寺
―真言密教と南朝の遺産─」
（令和４年７月３０日～９月１１日）

特別展「京に生きる文化　茶の湯」
（令和４年１０月８日～１２月４日）



■教育普及
　展覧会及び展示作品への理解を深め、文化財への関心
を高めるために、展覧会・ウェブサイト・教育現場など
を通して様々な事業を行っています。
○展覧会内容及び展示作品の理解を深めるための活動
・�「土曜講座」「記念講演会」などの講演会、鑑賞ガイド
やワークシート、博物館ディクショナリー等の配布、
ジュニア版音声ガイドの貸出
○文化財への関心を高めるための活動
・�夏期講座・シンポジウムなどの講演会、入門的な特集
展示の開催、高精細デジタル複製美術品を用いた文化財ソムリエによる京都市内小中学校への訪問授業（文化財に親しむ授業）
の実施、オンラインコンテンツの制作・公開
○教育機関との連携・協力活動
・�キャンパスメンバーズ制度、京都大学大学院人間・環境学研究科の東アジア文明講座担当、文化財ソムリエの育成、訪問授業、
複製を活用した授業への支援、鑑賞会の実施、教員に向けた研修会の実施
○ボランティア活動の支援
・�京博ナビゲーターや文化財ソムリエの運営・育成

施設概要� （m2）

土地面積
 

				    ５３，１８２

建　　物
 	 建築面積	 １３，０７７	 延 面 積	 ３０，８７２

展 示 館
 

	 展示面積 計	 ５，６５７
	 収蔵庫面積 計	 ４，８８９

明治古都館（本館）
（展示休止中）

	 建築面積	 ２，８９６	 延 面 積	 ３，０１５
	 展示面積	 ２，０７０	 収蔵庫面積	 ８０３

平成知新館 	 建築面積	 ５，５６８	 延 面 積	 １７，９９７
	 展示面積	 ３，５８７	 収蔵庫面積	 ２，７１０

旧管理棟 	 建築面積	 ６０６	 延 面 積	 １，９８８

資 料 棟
 	 建築面積	 ４１４	 延 面 積	 １，１２５

文化財保存修理所
 	 建築面積	 ８２１	 延 面 積	 ２，７８６

技術資料参考館
 	 建築面積	 １０１	 延 面 積	 ３０４

東収蔵庫 	 建築面積	 ８１１	 延 面 積	 １，４７１
			   収蔵庫面積	 ８８０

北収蔵庫
 

	 建築面積	 ３１０	 延 面 積	 ６８２
			   収蔵庫面積	 ４９６

そ の 他
 	 建築面積	 １，５５０	 延 面 積	 １，５０４

沿革
明治２２年（１８８９）	 �宮内省所管「帝国京都博物館」として設置
明治３０年（１８９７）	 �開館（５月１日）
明治３３年（１９００）	 �「京都帝室博物館」と改称
大正１３年（１９２４）	 �京都市に下賜、「恩賜京都博物館」と改称
昭和２７年（１９５２）	 �恩賜京都博物館を国に移管、文化財保護委員会

の附属機関として「京都国立博物館」と改称
昭和４１年（１９６６）	 �平常展示館が開館
昭和４３年（１９６８）	 �文化庁の附属機関となる
昭和４４年（１９６９）	 �特別展示館、表門、同札売場及び袖塀が「旧帝

国京都博物館」として重要文化財に指定
昭和４８年（１９７３）	 �第１回土曜講座開講
昭和５５年（１９８０）	 �文化財保存修理所業務開始
平成 ９ 年（１９９７）	 開館１００周年記念式典開催（１０月）
平成１３年（２００１）	 �百年記念館（仮称）新築事業の一環として南門

が竣工
平成１３年（２００１）	 �「独立行政法人国立博物館 京都国立博物館」とな

る
平成１９年（２００７）	 �「独立行政法人国立文化財機構　京都国立博物館」

となる
平成２１年（２００９）	 �新展示館「平成知新館」建替え工事を開始
平成２５年（２０１３）	 �「平成知新館」竣工（８月）
平成２６年（２０１４）	 �「平成知新館」開館（９月）
平成２９年（２０１７）	 開館１２０周年記念式典開催（５月）
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夏期講座
（令和４年８月５日・６日）

■その他の活動
　博物館に親しんでいただくための様々なイベントを実施しています。

○京都・らくご博物館
　我が国の伝統文化であり、京都が発祥の地である落語を「京都・らくご博物館」と題
して、定期的に上演しています。

京都・らくご博物館

■調査研究
　当館では京都市を中心とした近畿地方の古社寺の文化財悉皆調査を昭和５４年度から
実施しています。その成果として報告書「社寺調査報告」を刊行しています。その他、
収蔵品等についての調査研究を継続しており、その成果を展示や研究紀要「学叢」など
を通じて公表しています。

社寺調査風景

新春特集展示「卯づくし―干支を愛でる―」
（令和５年１月２日～２９日）



奈良国立博物館
仏教美術及び奈良を中心とした文化財について、収集、保存、管理、展示、調査研究、教育普及事業
等を行っています。

●特別陳列
・お水取り（令和６年２月１０日～３月１７日）

●特別展
・特別展「聖地　南山城－奈良と京都を結ぶ祈りの至宝－」（令和５年７月８日～９月３日）
・第７５回　正倉院展（令和５年秋）（予定）

■展示・公開
●仏教美術の展示
　当館では、特別展や特別陳列以外にも、国宝・重要文化財を多数含む選りすぐりの仏教美術の
名品を公開しています。なら仏像館では、名品展「珠玉の仏たち」と題し、主として飛鳥から鎌
倉時代にいたる日本の彫刻史を代表する優れた仏像の数々を、渡り廊下でつながれた青銅器館で
は、中国古代の青銅器の逸品を展示しています。また、西新館では、名品展「珠玉の仏教美術」
と題し、絵画・工芸・書跡・考古の各ジャンルにわたる日本仏教美術の粋ともいうべき作品群を
ご覧いただけます。さらに、随時、ジャンルの枠にとらわれない特集展示なども開催しています。
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　奈良国立博物館は、明治２８年（１８９５）の開館以来、南都諸社寺の御協力をいただきながら、
仏教美術を中心とした文化財の収集・保管・調査研究や教育普及活動を行い、神と仏が融合した
我が国の仏教文化のもつ優れた芸術性やその背景にある歴史について紹介してまいりました。今
後は、こうした当館の特色を基盤に、様々な文化財と奈良のもつ歴史・文化的景観の有機的な連
携を念頭に、新たな奈良文化の発信の拠点として、国際化や情報化への一層の充実に努め、広く
国民の皆様に親しんでいただける博物館を目指します。

奈良国立博物館長
井上　洋一

■文化財の収集・保管・修理
　貴重な国民の財産である文化財を守るため、購入・寄贈・寄託により有形文化財の収集に努力しています。我が国に伝わる文化
財は紙や木など脆弱な材質のものが多く、これらを後世にいかに長く伝えるかが大きなテーマになっています。そこで当館では、
収集した文化財の展示や保存の環境を常時適切に管理し、細心の注意を払っています。また、当館では平成１４年に文化財保存修
理所を設置し、国宝や重要文化財を中心に文化財の計画的修理も実施しています。

特別展「大安寺のすべて―天平のみほとけと祈り―」
（令和４年４月２３日～６月１９日）

貞享本當麻曼荼羅修理完成記念　特別展「中将姫と當麻曼
荼羅―祈りが紡ぐ物語―」
（令和４年７月１６日～８月２８日）



施設概要� （m2）

土地面積
 

	 	 	 	 ７８，７６０ 

建　　物
 	 建築面積	 ６，７８６	 延 面 積	 １９，１３３

展 示 館
 

	 展示面積 計	 ４，０７９
	 収蔵庫面積 計	 １，８０６

なら仏像館
 

	 建築面積	 １，５１２	 延 面 積	 １，５１２
	 展示面積	 １，２６１

青銅器館
 

	 建築面積	 ３４１	 延 面 積	 ６６４
	 展示面積	 ４７０

東 新 館 	 建築面積	 １，８２５	 延 面 積	 ６，３８９
	 展示面積	 ８７５	 収蔵庫面積	 １，６４２

西 新 館 	 建築面積	 １，６４９	 延 面 積	 ５，３９６
	 展示面積	 １，４７３

仏教美術資料研究センター
 	 建築面積	 ７３５	 延 面 積	 ７３５

文化財保存修理所
 	 建築面積	 ３１９	 延 面 積	 １，０３６

地下回廊
 

	 	 	 延 面 積	 ２，１５２
	 	 	 収蔵庫面積	 １６４

そ の 他
 	 建築面積	 ４０５	 延 面 積	 １，２４９

沿革
明治２２年（１８８９）	 宮内省所管の「帝国奈良博物館」として設置
明治２８年（１８９５）	 開館（４月２９日）
明治３３年（１９００）	 奈良帝室博物館と改称
大正３年（１９１４）	 正倉院掛が置かれる
昭和２２年（１９４７）	 宮内省より文部省に移管される
昭和２５年（１９５０）	 文化財保護委員会附属機関となる
昭和２７年（１９５２）	 奈良国立博物館と改称
昭和４３年（１９６８）	 文化庁の附属機関となる
昭和４８年（１９７３）	 陳列館新館（西新館）開館
昭和５５年（１９８０）	 仏教美術資料研究センター設置
平成７年（１９９５）	 開館百周年記念式典挙行
平成１０年（１９９８）	 第２新館（東新館）開館
平成１３年（２００１）	 �「独立行政法人国立博物館　奈良国立博物館」と

なる
平成１４年（２００２）	 文化財保存修理所開所
	 �本館附属棟を中国古代青銅器の展示室とする（現

在の青銅器館）
平成１９年（２００７）	 �「独立行政法人国立文化財機構　奈良国立博物

館」となる
平成２２年（２０１０）	 本館を「なら仏像館」と改称
平成２８年（２０１６）	 なら仏像館リニューアルオープン�（４月２９日）
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■教育普及
　文化財に対する理解を深めるため、様々な教育普及活動に力を入れています。　
①児童・生徒を対象とした事業
小・中学生や高校生を対象とした世界遺産学習、学校団体を対象としたオンライ
ン中継プログラム、こども向け作品解説の設置、ワークショップの開催
②講演会・講座等の実施
公開講座、サンデートーク、夏季連続講座
③大学等との連携
キャンパスメンバーズ制度、インターンシップ学生の受入れ、奈良女子大学及び
神戸大学との連携講座、奈良教育大学と連携したワークショップ
④ボランティア活動の充実

サンデートーク会場風景

調査の様子

■調査研究
　文化財に関する調査研究は、研究機関である奈良国立博物館の根幹を支える最も重
要な活動です。その成果は名品展や特別展に反映され、展示活動の充実に資するとと
もに、これまで蓄積された学術情報資料は仏教美術資料研究センターで広く公開して
います。当館では、令和５年度も以下のテーマで調査研究を行い、着実な成果をあげ
てまいります。
①所蔵品・寄託品及び関連品に関する調査研究
②復元模写制作に伴う仏教絵画の調査研究
③古代・中世の写経と聖教に関する基礎的研究
④仏教工芸・上代工芸の総合的調査
⑤古代・中世の信仰に関わる考古資料の調査研究
⑥南都の古代・中世の彫刻に関する調査研究
⑦特別展等の開催に伴う調査研究
⑧歴史・伝統文化の教育普及に資するための調査研究
⑨収蔵庫・展示室・ケース内部等における環境が文化財に与える影響などに関する調
査研究
⑩文化財修理の観点からの収蔵品等の調査研究
⑪保存科学の観点からの収蔵品等の調査研究

ワークショップの開催



■展示・公開
●文化交流展（平常展）
　文化交流展示室では、毎週複数箇所の展示替えを行うとともに、テーマを決めて期間限定で行う特
集展示を開催し、いつでも新しい展示品に出会える場を皆様にお届けしています。更に、映像や実際
に触れることができる展示により、迫力だけでなく臨場感に溢れる展示を行っています。

●特集展示
　令和５年度実施予定の主な特集展示は次のとおりです。
・	特集展示「誕生２５０年記念　秋田蘭画ことはじめ－それは『解体新書』から始まった－」（令和５
年４月２９日（祝・土）～６月１１日（日））

・	特集展示「高麗・朝鮮時代の仏教美術（仮）」（令和５年９月５日（火）～１０月１５日（日））
・	新春特別公開「徳川美術館所蔵　国宝　初音の調度」（令和６年１月１日（祝・月）～１月２８日（日））
・	特集展示「日本刀の美（仮）」（令和６年１月３０日（火）～４月１４日（日））

●特別展
　特別展は、初めての方でも十分楽しめる、よく知っている方は更に楽しめる、そんな展覧会を目指
して企画・展示を行っています。令和５年度実施予定の特別展は次のとおりです。
・	特別展「アール・ヌーヴォーのガラス－ガレとドームの自然賛歌－」（令和５年４月１８日（火）～
６月１１日（日））

・	特別展「憧れの東洋陶磁－大阪市立東洋陶磁美術館の至宝」（令和５年７月１１日（火）～９月３日（日））
・	特別展「古代メキシコ－マヤ、アステカ、テオティワカン」（令和５年１０月３日（火）～１２月
１０日（日））

・	特別展「生誕２７０年　長沢芦雪－若冲、応挙につづく天才画家－」（令和６年２月６日（火）～３
月３１日（日））

■文化財の収集・保管・修理
●収集
　日本とアジア諸国との文化交流と日本文化の成り立ちを分かりやすく展示するための文化財（美術・
工芸・考古・歴史及び民族資料等）を重点的に収集しています。また、展示の一層の充実を図るために、
社寺や個人に対し、積極的に寄贈や寄託を働きかけています。

●保管
　貴重な文化財を保存・管理する「収蔵庫」は、直接外気と接しないよう中間に空気層を設けた二重構
造にするとともに、温湿度変化がより少ない建物の中心に配置しています。また、その空調設備は恒温
恒湿仕様の空調機を採用し、庫内温湿度をほぼ一定に維持しています。更に、内装材料は地元九州各地
から調達した杉板と調湿材を壁や天井に使用することで、空調設備のみに頼らない湿度環境を保ってい
ます。
　当館は地震時の文化財の転倒などによる破損を防ぐために免震建物になっています。建物へ地震の揺
れが直に伝わるのを防ぐことで、貴重な文化財を地震から守ることができます。

●修理
　６つの文化財保存修復施設（補修紙作成等、古文書・書跡・典籍、絵画、彫刻、考古、漆工）では、
伝統的技術と人文科学及び科学技術を融合した保存修理を実施しています。実際に修理を行っているの
は、国指定文化財の修理実績がある技術者で、歴史、美術、工芸、考古などの各専門分野の研究員と、
それぞれの専門的立場から意見を出し合い保存修理を進めています。また、最先端の成分分析装置や
精密計測技術（蛍光Ｘ線分析装置・Ｘ線ＣＴ装置等）によって、修理対象文化財の科学的調査にも積極
的に取り組んでいます。

九州国立博物館
日本とアジア諸地域との文化交流を中心とした文化財について、収集、保存、管理、展示、調査研究、
教育普及事業等を行っています。
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　九州国立博物館（九博）は、日本文化の形成をアジアとの交流から考えるというコンセプトを
柱に、平成１７年（２００５）に開館しました。これまでの間、地域の方をはじめとする多くの
皆様からの温かい応援に支えられ、おかげさまで１，８００万人を超える来館者をお迎えするこ
とができました。
　コロナ禍以降、ご自宅でも文化財に親しめるようにインターネットでの情報発信を強化するな
ど、当館でも博物館の新しいありかたを模索しております。その一方で、先人から受け継いだ貴
重な文化財を守り、魅力を発信するという博物館の使命は、変わることはありません。これから
の時代も、「学校より面白く、教科書より分かり易い」を目標に、皆様にとって親しみやすく、
安心して楽しめる博物館を目指してまいります。

九州国立博物館長
（�独立行政法人国立文化財
機構理事長）
島谷　弘幸

沖縄復帰５０年記念特別展「琉球」
（令和４年７月１６日～９月４日）

特集展示「御所の器－公家山科家
伝来の古伊万里」
（令和４年９月２７日～１１月２０日）

特集展示「きゅーはく女子考古部プ
レゼンツ　かわいい考古学のススメ」
（令和４年４月１９日～７月２４日）



沿革
平成６年（１９９４）	 �文化庁が「新構想博物館の整備に関する調査研究委

員会」（以下、「委員会」という。）を設置
平成８年（１９９６）	 �文化庁が新構想博物館を九州国立博物館とし、その

設置候補地が福岡県太宰府市に決定
平成９年（１９９７）	 �同委員会が「九州国立博物館 基本構想」を取りまと

め
平成１１年（１９９９）	 �委員会が「九州国立博物館 基本計画」を策定
平成１２年（２０００）	 �文化庁、福岡県及び財団法人九州国立博物館設置促進

財団（以下「財団」という。）が共同で「建築基本設計」
を完了

	 �文化庁と福岡県が共同で設置した「九州国立博物館
（仮称）設立準備専門家会議」が「常設展示計画」
を策定

平成１３年（２００１）	 �文化庁、福岡県及び財団が共同で「展示基本設計」
を完了

	 �独立行政法人国立博物館（以下「国立博物館」という。）
が「九州国立博物館設立準備室」を設置

平成１４年（２００２）	 �文化庁、福岡県及び財団が共同で「建設工事（３年
計画の第一年次）」に着手

平成１５年（２００３）	 �国立博物館及び福岡県で「展示工事（２年計画の第
一年次）」に着手

平成１６年（２００４）	 �文化庁、福岡県及び財団が「建設工事」を完了（建
物が完成）

	 �文化庁、国立博物館及び福岡県が正式名称を「九州
国立博物館」と発表

平成１７年（２００５）	 �国立博物館及び福岡県が「展示工事（２年計画の第
二年次）」を完了

	 �国立博物館が九州国立博物館を設置
	 �１０月１６日　一般公開開始
平成１９年（２００７）	 �「独立行政法人国立文化財機構　九州国立博物館」と

なる
平成２０年（２００８）	 �九州国立博物館で日中韓首脳会議を開催
平成２４年（２０１２）	 �来館者１，０００万人達成
平成２７年（２０１５）	 開館１０周年

施設概要  （m2）
土地面積
 

１５９，８４４

建　　物
 	 	 	 建築面積 	 １４，６２３

	 	 	 延 面 積 	 ３０，６７５
法人   ９，３００  県   ５，７８０  共用   １５，５９５

展示・収蔵面積
 	 	 展示面積　計	 ５，４４４

法人   ３，８４４  県   １，３７５  共用   ２２５
	 	 収蔵庫面積　計	 ４，５１８
法人   ２，７４４  県   １，３３５  共用   ４３９

※土地・建物は福岡県と法人が分有しています。

■刊行物
　当館の活動を広く理解してもらうために様々な刊行物を出版しています。
ⅰ）研究紀要「東風西声」
　　―九州国立博物館の調査研究成果を冊子にしたもの（年１回発行）
ⅱ）季刊情報誌「アジアージュ」
　　―各展覧会のほか当館の魅力を紹介する広報誌（年４回発行）
ⅲ）「九州国立博物館文化財修理報告」（年１回発行）

■教育普及・交流活動
●教育普及活動
①体験型展示室「あじっぱ」での活動
　�日本と交流のあった諸地域の生活文化を比較体験する体験型展示室で、教育キットの開発
や教育機関と連携したプログラムの開発及び一般来館者が博物館の諸活動を体験できるプ
ログラムの開発等を行っています。
②文化交流展・特別展関連プログラム等の開発・実施
・展示理解プログラムの開発・実施
・YouTubeを活用した展示紹介動画の公開
・ワークショップなどの動画配信「おうちdeきゅーはく」
・ワークショップの実施
・ガイドブックの制作
③障がい者や外国人等多様な来館者のためのプログラム等の開発・実施
④学校用教育キット「きゅうぱっく」の貸出
⑤移動博物館車「きゅーはく号」の運行
⑥大学等との連携を強めるキャンパスメンバーズ制度の実施
⑦「きゅーはくの絵本」を通じた教育普及活動
⑧ボランティア活動の支援
　展示室やバックヤードの案内をはじめ、施設の環境整備、ワークショップなどの多彩なボランティア活動を支援しています。

●交流活動
①近隣地域をはじめ、企業等と連携した交流事業の実施や施設の有効活用を図るなど利用サービスの向上に努めています。
②アジアを中心とした博物館交流の推進
・�韓国の国立扶餘博物館・国立公州博物館・国立韓国伝統文化大学校、中国の南京博物院・内蒙古博物院・中国文物交流中心・成都
博物館・瀋陽故宮博物院、上海博物館、ベトナム国立歴史博物館、タイ文化省芸術局と学術文化交流協定を締結し、相互交流を
推進しています。
③国際シンポジウム、講演会の開催
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■調査研究
　当館のコンセプトである「日本とアジア諸国との文化交流」に関する調査研究や文化財の
保存・修復のための科学的調査研究を実施することにより、その研究成果を文化財の収集・
保管・展示に反映させています。また、これらの研究には（独）日本学術振興会による科学
研究費助成事業等も活用しています。
・Ｘ線ＣＴスキャナ等による文化財の構造技法解析に関する調査研究
・特別展および文化交流展のテーマに則した解説パネル・冊子・ワークショップ等、観覧者
の理解促進のための教育普及プログラムに関する調査研究
・博物館における国内・アジア地域及び北米・ヨーロッパの文化財保存修復に関する研究
・博物館の危機管理としての持続的ＩＰＭシステムの研究

分解された刀を見る参加者
イベント「外国人のための　やさしい
日本語で　博物館見学」

X線CTスキャナによる調査



東京文化財研究所
　東京文化財研究所は、国の文化財行政を支える役割を果たすべく、有形 ･無形の様々な文化財
全般について基礎的・体系的・先端的・実践的な調査研究を進めています。得られた成果等につ
いては、これを国内外に積極的に公表するとともに、地方公共団体等への文化財保護に関する指
導・助言を行い、更には、アジアを中心とする諸外国における文化遺産の保護に関して、国際研修、
人材育成や保存修復技術の移転といった国際協力事業を実施しています。
　当面の重点課題としては、多年にわたり当研究所に蓄積されてきた各種の調査研究成果や基礎
資料等について、アーカイブ構築を図るとともに、保存修復の分野においては、博物館資料の
保存・修復・公開等に関する調査研究も視野に入れた国立文化財機構全体としての一体的な役割
の推進、さらに、無形の文化財に関しては、芸能や伝統的な技術、祭礼行事等を中心に全国的な
基礎資料の収集や映像記録等の作成、公開などに力点を置いて調査研究を行っています。
　このほか、海外の文化遺産の保護に関し、我が国としての一体的・効果的な国際貢献を推進す
るための拠点組織である「文化遺産国際協力コンソーシアム」の事務局が当研究所内に置かれて
おり、これを支援しています。
　同時に、本部の文化財防災センターと協力し、東日本の拠点としての役割も担っています。

■研究組織
●文化財情報資料部
　文化財情報資料部は、文化財研究のためのアーカイブの拡充を図ることを目指して、
文化財に関する資料の収集・蓄積・整理・公開、及び効果的な情報発信方法の研究を
進めています。同時に、文化財学や美術史研究等の今日的な課題にも取り組んでいま
す。あわせてこれらの成果を基にしながら、研究所全体の情報システムの管理や広報
活動を担っています。

●無形文化遺産部
　無形文化遺産部は、無形文化財、無形民俗文化財及び文化財保存技術という日本の
無形の文化財を中心に、無形文化遺産全般を対象として、その保存継承に役立つよう
な基礎的な調査研究を実施しています。また無形文化遺産の重要な保護手法である音
声・映像による記録については、その作成の実施とともに新たな手法開発についての
研究を行っています。

●保存科学研究センター
　保存科学研究センターは、文化財の保存のために文化財の材料・構造・技法を調査
し、文化財への理解を深める情報を収集しています。また文化財の修復のために修復
材料・技法の改良と、維持管理手法の開発を行っています。新しい調査法導入も視野
に活動しています。これらの調査研究は文化財の所蔵者や保存修復現場の方々と密接
に協力しながら進めています。

●文化遺産国際協力センター
　文化遺産国際協力センターは、アジア諸国をはじめとする世界各地域での人材育成・
技術移転を含む保存修復事業への協力、研究会の開催などによる国内外の機関との連
携の推進、諸外国の文化遺産や保護制度に関する情報の収集・発信を行っています。
また文化遺産国際協力コンソーシアム事務局を受託運営しています。
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和泉市久保惣記念美術館での調査撮影

綾子踊（香川県まんのう町）

和紙の原料のネリの物性測定

解体修復を完了したタネイ寺院東門（カン
ボジア）

東京文化財研究所長
（�独立行政法人国立文化財
機構理事）
齊藤　孝正



シンポジウム「踊れ、魂よ―風
流踊の楽しみ方」チラシ（ポー
ラ伝統文化振興財団との共催）

東京文化財研究所　総合検索
（https://www.tobunken.
go.jp/archives/）

■大学院教育・公開講座
　次世代の人材育成や研究成果の社会的還元を目指し、大学院教育や公開講座を行っています。
　大学院教育は、平成７年より東京藝術大学と連携し、システム保存学コースを開設してい
ます。
　また公開講座は、文化財情報資料部と無形文化遺産部がそれぞれ毎年開催しています。

■情報発信
　調査研究、国際協力など、様々な活動の成果を、各種学会等
での発表や研究会・シンポジウムの開催などを通じて積極的に
発信・公開する取り組みを進めています。また『年報』『概要』
『東文研ニュース』などの広報誌を刊行するとともに、ウェブ
サイトの充実に努めています。

■刊行物
　定期刊行物として『美術研究』『日本美術年鑑』『無形文化遺産研究報告』『保存科学』を刊行しています。そのほか、各種報告書
の刊行などを通じて様々な研究成果を公表しています。

施設概要� （m2）

土地面積
 

	 	 ４，１８１

建　　物
 

建築面積	 ２，２５８
延 面 積	 １０，５１６

沿革
昭和５年（１９３０）	 �帝国美術院に附属美術研究所が設置される
昭和２２年（１９４７）	 �国立博物館附属美術研究所となる
昭和２５年（１９５０）	 �文化財保護委員会の附属機関となる
昭和２７年（１９５２）	 �美術研究所は東京文化財研究所となる
昭和２９年（１９５４）	 �東京文化財研究所は東京国立文化財研究所となる
昭和４３年（１９６８）	 �文化庁の附属機関となる
平成１２年（２０００）	 �新営庁舎（新館）竣工・移転
平成１３年（２００１）	 �独立行政法人文化財研究所　東京文化財研究所

となる
平成１９年（２００７）	 �独立行政法人国立文化財機構　東京文化財研究

所となる

日本美術年鑑 無形文化遺産研究報告 保存科学美術研究
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■研修・助言・指導
　文化財の保護とその活用を目指し、毎年開催している「博物館・美術館等保存担当学芸員研修」、国際研修「紙の保存と修復」等 
の研修の他、「無形文化遺産保護に対する助言・指導」「博物館・美術館等の環境調査と援助・助言」「文化財の修復及び整備に関す
る調査・助言」など、さまざまな研修・助言・指導を行っています。
　「博物館・美術館等保存担当学芸員研修」は社会的要請に応じ、令和３年度から文化財活用センターと連携・分担し、「基礎コース」
「上級コース」を設けました。東京文化財研究所は「上級コース」を担当しています。

博物館・美術館等保存担当学芸員研修（上級コース）国際研修「ラテンアメリカにおける紙の保存と修復」



奈良文化財研究所
　奈良文化財研究所は、 貴重な文化財を実物に即して総合的に研究する組織で、歴史資料・建造
物などの文化遺産の調査研究、平城宮跡・藤原宮跡を中心とする都城遺跡の発掘調査や展示・公開、
飛鳥保存のための調査研究と展示普及などを行っています。また、「全国遺跡報告総覧」を通じて、
遺跡情報データベースの充実・公開にも力を注いでいます。
　これらの成果は、国内外の文化財研究に大きく寄与し、中国や韓国などアジア諸国をはじめと
する諸外国との学術交流にも結実しています。同時に、調査研究の新たな技術・手法の開発、自
治体専門職員への指導・研修なども行っており、研究所が開発した遺跡の保存・修復・整備の技術・
手法は国内のみならず世界の遺跡でも広く活かされています。
　私たちは、今後とも当研究所の特徴でもある異なる分野の学際的な共同研究を進め、文化財の
保存・活用に貢献していきたいと考えています。

●企画調整部
　企画調整部は、企画調整室、文化財情報研究室、国際遺跡研究室、展示企画室、写
真室で構成されています。各研究室では、地方公共団体文化財担当職員等を対象とし
た専門研修の企画、情報システムの整備と各種データベースの公開、研究所における
多言語化の推進、遺跡等に関する国際的な共同研究や協力、平城宮跡資料館等での研
究成果の公開普及、写真の作成と新技術の開発などの業務を担っています。

●文化遺産部
　文化遺産部は、歴史研究室、建造物研究室、景観研究室、遺跡整備研究室を置き、
それぞれが、「書跡・典籍・古文書・歴史資料」、「歴史的建造物・伝統的建造物群」、「文
化的景観」、「遺跡整備･庭園」について、専門的かつ総合的な調査研究を行っています。
各研究室における多様な調査研究の成果は、文化財の指定・登録・選定やその後の保
存と活用に関する方策など、国の文化財保護行政にも大きく資するものとなっていま
す。また、地方公共団体の文化財行政に対しても、協力・助言等で貢献しています。

●都城発掘調査部
　都城発掘調査部は、平城地区と飛鳥・藤原地区にそれぞれ考古第一・考古第二・考
古第三・史料・遺構の研究室を置き、各地区に所在する古代宮殿や寺院、墳墓などで
行う発掘調査に基づいて、学際的な調査研究を推進しています。その成果については
説明会や報告書、展示などで公開するとともに、遺跡の保存・活用に資する研究にも
取り組んでいます。

【平城地区】
　奈良時代（７１０～７８４）の天皇の宮殿と中央官庁があった特別史跡平城宮跡の
発掘調査とそれに基づく研究を主に担当しています。昭和３４年（１９５９）から計
画的な調査を継続し、これまでに１３０haに及ぶ平城宮跡の３分の１以上の発掘を進
めてきました。平城宮跡や寺院の遺跡等で発掘された建物等の遺構、並びに木簡や木
製品・土器・瓦等の遺物を基に、文献とも照合した実証的な奈良時代研究は、高く評
価されています。また、平城宮跡を国営公園として整備している国土交通省に対し、
整備の基礎資料となる平城宮跡の研究成果を提供しています。

【飛鳥・藤原地区】
　我が国の古代国家成立期である７世紀から８世紀初頭にかけて、政治・経済・文化
の中心地であった飛鳥・藤原地域の発掘調査とそれに基づく研究を担当しています。
飛鳥地域には、宮殿や豪族の居館、飛鳥寺等の寺院のほか、銭貨や硝子などの工芸品
を製作した総合工房や漏刻（水時計）台、墳墓などの遺跡があり、その北方には、我
が国最初の本格的都城である藤原京が方５km以上の範囲に広がっています。飛鳥・
藤原地域の遺跡の発掘調査に基づく実証的・学際的な研究は、飛鳥時代の歴史の解明
に大きく貢献しています。

藤原宮大極殿院の発掘調査

奈良文化財研究所７０周年記念展

復元建物の活用と出土品に因む地域間交流

平城京左京三条一坊二坪の調査
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奈良文化財研究所長
本中　眞



新規導入した蛍光Ｘ線分析機による詳細元
素分析

●埋蔵文化財センター
　埋蔵文化財センターは４つの研究室から成り、文化財の調査、研究、保存に関する
実践的な研究と成果の研修等による普及に取り組んでいます。保存修復科学研究室は、
考古資料の材質・構造の調査分析と保存修復、遺構の露出展示等に関する基礎研究か
ら実践に及ぶ研究を行っています。環境考古学研究室は、動植物遺存体の調査研究を
通して古環境の復元や過去の動植物利用等に関する研究を行っています。年代学研究
室は、年輪年代学の手法を用いて木質文化財の年代、産地、製作技法等に関する応用
研究を進めています。遺跡・調査技術研究室は、文化財、考古学の研究及び手法の開
発と活用を目的として、現在は考古資料を中心とした探査・計測技術や災害考古学の
調査・研究に取り組んでいます。

●飛鳥資料館
　飛鳥資料館は、飛鳥の歴史と文化を紹介する展示施設として、閣議決定に基づいて
昭和５０年（１９７５）に開館しました。常設展示として宮都・石造物・古墳・寺院
などのテーマ展示とともに、保存処理を行った山田寺東回廊の出土部材を復元展示し
ています。また、特別展・企画展として、飛鳥の歴史や文化財に焦点を当てた展示や、
奈良文化財研究所の多様な研究成果をわかりやすく伝える展示、写真コンテストの作
品展などを開催しています。そのほか講演会や参加型イベントなどの企画も行ってい
ます。

●国際学術交流
　奈良文化財研究所が現在実施している国際交流・協力事業は、学術共同研究や専門家
交流、保存修復、専門知識・技術による支援や研修、そして文化庁の委託による文化遺
産国際協力拠点交流事業などがあります。また、ユネスコ・アジア太平洋文化センター
（ACCU）など他機関が行う文化財関連の国際貢献事業にも協力しています。
　主な事業としては、①中国社会科学院との古代都城の比較を軸とした共同研究、②中
国河南省文物考古研究院との窯跡遺跡出土遺物等の共同研究、③中国遼寧省文物考古研
究院との三燕文化遺物の共同研究、④韓国国立文化財研究所との日韓古代文化の形成と
発展に関する共同研究及び発掘調査交流、⑤カンボジア・アンコール・シェムリアップ
地域文化財保護管理機構（APSARA）と連携した西トップ遺跡における研究調査・保
存修復及び人材育成事業、⑥英国セインズベリー日本藝術研究所と連携した、オンライ
ンリソースや出版物を通じた日本考古学の国際的発信、などがあげられます。また、文
化庁委託による文化遺産国際協力拠点交流事業による技術移転・人材育成を、国際中央
アジア研究所およびサマルカンド考古学研究所を交流対象として実施しています。

●刊行物
　奈良文化財研究所では定期刊行物として『奈良文化財研究所紀要』『奈良文化財研究所概要』『奈文研ニュース』を刊行しています。
そのほか、様々な研究成果を公表しています。

沿革
昭和２７年（１９５２）	 �文化財保護委員会の附属機関として奈良文化

財研究所（庶務室・美術工芸研究室・建造物
研究室・歴史研究室）を奈良市春日野町５０
に設置

昭和２９年（１９５４）	 �奈良国立文化財研究所と改称
昭和３５年（１９６０）	 �奈良市佐紀東町の平城宮跡に発掘調査事務所

を設置
昭和３８年（１９６３）	 �平城宮跡発掘調査部を設置
昭和４３年（１９６８）	 �文化庁が発足　その附属機関となる
昭和４５年（１９７０）	 �平城宮跡資料館を開館
昭和４８年（１９７３）	 �会計課・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・飛鳥資料

館（準備室）を設置
昭和４９年（１９７４）	 �庶務部（庶務課・会計課）と埋蔵文化財セン

ターを設置
昭和５０年（１９７５）	 �奈良県高市郡明日香村奥山に飛鳥資料館を開

館
昭和５５年（１９８０）	 �美術工芸研究室を奈良国立博物館の仏教美術

資料研究センターに移管
昭和５５年（１９８０）	 �庁舎を奈良市二条町２-９-１に移転

	 �平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センターを
庁舎に移転統合

昭和６３年（１９８８）	 �飛鳥藤原宮跡発掘調査部庁舎を橿原市木之本
町９４-１に新営

平成１３年（２００１）	 �独立行政法人文化財研究所　奈良文化財研究
所となる

平成１９年（２００７）	 �独立行政法人国立文化財機構　奈良文化財研
究所となる

平成２５年（２０１３）	 �本庁舎地区再開発計画に伴い、奈良市佐紀町
２４７-１の仮設庁舎に移転

平成３０年（２０１８）	 �本庁舎竣工に伴い、仮設庁舎から移転

施設概要� （m2）
土　地 建　物

本庁舎地区
 ８，８７９

建築面積	 ２，８１２
延 面 積	 １１，３８７

平城宮跡地区
 

(文化庁所属の国有地を無償使用) 建築面積	 １１，０６０
延 面 積	 １６，３０３

藤原地区
 ２０，５１５

建築面積	 ６，２６０
延 面 積	 ９，４１６

飛鳥地区
 １７，０８２

建築面積	 ２，６６０
延 面 積	 ４，４０３

「ウズベキスタンにおける考古遺産の科学
的調査に関する技術移転を目的とした拠点
交流事業」現地研修の様子

常設第二展示室　山田寺東回廊復元
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■令和５年度の活動計画
　IRCIでは、アジア太平洋地域における無形文化遺産保護のための調査研究拠点として、次のような活動を推進するとともに、国
際的動向の情報収集や我が国の知見を活用した無形文化遺産保護の充実につとめています。令和４年度から５年間の中期計画では、
以下の項目を活動の重点領域として定めています。
　　●無形文化遺産保護のための研究の促進
　　●持続的かつレジリエントな社会構築のための無形文化遺産保護に関する研究
　　●堺市との協力による無形文化遺産に関する普及啓発活動
上記に基づき、令和５年度は次のような活動を実施します。

●�無形文化遺産保護のための研究の促進
１．アジア太平洋地域の無形文化遺産に関する研究情報の持続的収集
アジア太平洋地域の様々な国の無形文化遺産に関する研究情報の
収集を、各国の研究者・研究機関等と協力して行っており、IRCI
研究データベースを通じてオンライン公開しています（https://
www.irci.jp/ichdb/）。令和４年度からは、中央アジアに焦点を当て、
ウズベキスタン、カザフスタン、タジキスタン、モンゴル等、各国
の研究機関と連携して情報を収集しています。また、これまで現状
について把握できていない小島嶼開発途上国（SIDS）についても、
キリバス、バヌアツ、パプアニューギニア、パラオ、東ティモール、
フィジー、モルディブ等で情報収集を実施していきます。本事業を
通じて各国の研究動向が把握され、新たな課題の開拓など、無形文
化遺産保護のための研究の促進につながることが期待されます。

２．無形文化遺産保護のための研究拠点形成
アジア太平洋地域における無形文化遺産研究の拠点としてのIRCIの役割を強化し、研究活動と国際協働を推進するため「ア
ジア太平洋地域における無形文化遺産のための研究フォーラム」を新たに立ち上げました。無形文化遺産研究の最新動向や保
護に関わる様々な課題を扱うオンラインセミナーを定期的に開催しています。令和５年度は条約採択２０周年にあたることか
ら、セミナーでは関連したトピックも扱います。また今後、国際会議、若手研究者向けプログラム等、地域的なニーズや関心
を踏まえた企画を実施していきます。また、Facebookグループを活用して研究者だけでなく継承者、博物館スタッフ、政府
関係者等にも幅広く活動への参加を呼びかけ、無形文化遺産保護への積極的な貢献を促しています。

　アジア太平洋無形文化遺産研究センター（IRCI）は、平成２１年（２００９）１０月の国際連
合教育科学文化機関（ユネスコ）総会にて「ユネスコが賛助するアジア太平洋地域における無形
文化遺産のための国際協力センターの設置承認」を受け、翌年８月に締結された日本政府とユネ
スコ間の協定に基づき、平成２３年堺市に開所したユネスコカテゴリー２センター（ユネスコと
協力してプログラムを実行する機関）です。
　IRCIでは主にユネスコの「無形文化遺産の保護に関する条約」の方針に沿って、アジア太平洋
地域における無形文化遺産保護に向けた調査研究に従事する研究者や研究機関を支援し、当該分
野における研究の充実を使命とする国際拠点として活動しています。昨今、世界各地で様々な理
由により危機に瀕している無形文化遺産が少なくなく、その対策は喫緊の課題となっています。
IRCIは、日本及びアジア太平洋地域の大学、研究機関、博物館、NGO等と協力しつつ、無形文
化遺産の保護に関する実践及び方法について調査研究を推進しています。

IRCI研究データベース（トップページ）

アジア太平洋無形文化遺産研究センター（IRCI）
International Research Centre for Intangible Cultural Heritage 
in the Asia-Pacific Region
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アジア太平洋無形文化
遺産研究センター所長
町田　大輔



●�持続的かつレジリエントな社会構築のための無形文化遺産保護に関する研究
１．�無形文化遺産保護と災害リスクマネジメントに関する調査研究
アジア太平洋の国々は、地震、津波、サイクロン、洪水、火山噴火などの自
然災害により、しばしば大きな被害を受けています。本事業では、平成２８～
３０年度にかけて実施した調査研究の成果を踏まえ、無形文化遺産の災害リス
クと防災に有効な側面について把握し、最終的には、無形文化遺産およびその
保護を取り入れたコミュニティの防災についての活動計画を提案することを目
指しています。インドネシア、バヌアツ、バングラデシュ、フィジー、ベトナ
ム、モンゴルの現地機関と協力し、無形文化遺産と防災分野の協働による現地
調査を実施しており、今年度はその成果を踏まえた国際ワークショップを開催
し、事業のまとめとなる議論を行います。

２．新型コロナ感染症の無形文化遺産への影響についての調査研究
新型コロナウイルス感染症によるパンデミックは、無形文化遺産に深刻な影
響を及ぼしました。本事業では、コロナ禍での無形文化遺産の実践や継承の現
状について、アジア太平洋各地の具体的な事例を取り上げ調査・記録すること
により、将来のパンデミックに対応できる知識の構築を目指しています。イラ
ン、インド、インドネシア、韓国、キルギス、パプアニューギニア、バングラ
デシュ、フィジー、モンゴルの現地機関・研究者の協力を得て、各国で事例調
査を進め、被害の実態とともに、無形文化遺産および関連コミュニティがもつ
柔軟性や適応性について明らかにします。

３．�無形文化遺産の持続可能な開発への貢献に関する調査研究―持続可能なまち
づくりと無形文化遺産
令和４年度以降、SDGsターゲット11.4（世界の文化遺産及び自然遺産の
保護・保全の努力を強化する）に焦点を当て、カンボジア、フィジー、マレー
シアの研究機関と協力し、持続可能なまちづくりを実現するための無形文化遺
産の役割について調査研究を行っています。今後、地域コミュニティにおける
ワークショップ等を通じて政府関係者や地域住民等にもより多くの議論の場を
提供し、地域の文化遺産保護・活用計画の発展につなげることを目指しています。

●�堺市との協力による無形文化遺産に関する普及啓発活動
IRCIは、堺市と連携しながら、日本国内での無形文化遺産に関する普及啓発活
動や情報発信を行っています。IRCIが所在する堺市博物館内において活動紹介の
ためのパネル展示を常設しているのに加え、堺市が主催する無形文化遺産の理解
を深めるための一般市民向けのイベントへの協力などを行っています。

●�情報発信
無形文化遺産保護に関する最新の調査研究プロジェクトについて多彩な写真
とともに分かりやすく紹介した日・英語版の概要を製作し、ユネスコ本部、ユネ
スコ地域事務所、他のユネスコカテゴリー２センター、各国ユネスコ国内委員会
や研究機関、大学等に配布しています。また、新たな中期計画に合わせ、リーフ
レットを刷新しました。ウェブサイト（https://www.irci.jp/jp/）やFacebook
（https://www.facebook.com/IRCI.Official/）などを通じて、研究事業の進捗、
成果公開、公開イベントのお知らせなど情報発信を行っています。

沿革
平成２１年（２００９）１０月	 �センター設立がユネスコ総会で承認
平成２２年（２０１０）　８月	 �日本政府とユネスコ間でのセンター設立に関する協定締結
平成２３年（２０１１）　３月	 �堺市と国立文化財機構間でのセンター開設に関する協定締結
平成２３年（２０１１）　４月	 �アジア太平洋無形文化遺産研究センター設置準備室設置　
平成２３年（２０１１）１０月	 �アジア太平洋無形文化遺産研究センター開所

施設概要� （m2）
建　物
 

建築面積� ２４４．６７　
延面積� ２４４．６７　

※建物は大阪府堺市から提供されています。

コミュニティでの聞き取り調査（バヌアツ、ガウア
島　©IRCI）

IRCI概要２０２２ IRCIリーフレット

バウル実践者へのグループ・インタビュー（バング
ラデシュ、マニガンジ県　©Saymon Zakaria)

伝統的な皮工芸品の制作（カンボジア、シェムリアッ
プ州　©IRCI)

平成３０年（２０１８）１２月	 日本政府とユネスコ間でのセンター継続に関する協定締結
平成３１年（２０１９）　３月	 �堺市と国立文化財機構間でのセンター設置に関する協定更新
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■国立博物館の収蔵品の貸与促進
　文化財活用センターが輸送費等を支出し、４つの国立博物館が各地域ゆかり
の収蔵品を全国の博物館・美術館に貸し出す「国立博物館収蔵品貸与促進事業」
を実施しています。令和４年度までに２９施設（２０都府県）で本事業による
展覧会が開催されており、今後も多くの人々に地元の博物館・美術館で国立博
物館が所蔵する貴重な文化財の魅力に触れていただく機会の拡充に努めます。

■�文化財のデジタル資源化の推進と情報発信
　４つの国立博物館及び奈良文化財研究所の所蔵品を横断的に検索できる「国立
文化財機構所蔵品データベースColBase（https://colbase.nich.go.jp）」、所蔵
品のうち国宝・重要文化財の高精細画像を多言語（日本語、英語、中国語、韓国語）
による解説とともに提供する「e国宝(https://emuseum.nich.go.jp)」の運営
を行っています。文化財にかかるデジタル資源の活用を目指すミュージアムか
らの相談も受け付けています。

■�文化財の保存環境に係る相談対応、技術支援等
　博物館等における文化財の展示・収蔵環境に関する相談を受け付け、助言や改
善に必要な調査協力・技術支援を行っています。全国の博物館等で資料保存に携
わる学芸員や文化財行政担当者などを対象とした、文化財を適切な環境で展示・
収蔵していくために必要な知識の習得及び技術の向上に資する実践的な研修会
や講習会を開催しています。

■文化財をめぐるファンドレイジング
　文化財活用センターは、文化財を１０００年先、２０００年先への未来へ守り
伝えていく取組をわかりやすく伝え、その取組に共感し、支援してくださる人々
の輪を広げていくことを目的に、ウェブサイト・SNSなどを通じた情報発信、
来館者に参加いただけるアクティビティの実施、「国立文化財機構寄附ポータル
サイト」（https://support-us.nich.go.jp）の運営など、個人や企業・団体か
らのご支援を募る活動を行っています。

　文化財活用センター〈ぶんかつ〉は、平成３０（2018）年7月に設置され、あらゆる地域で
こどもから大人まですべての人々が日本の文化財に親しみ、身近に感じることができるよう、文
化財の活用に関する新たな方法や機会を開発し、情報基盤の整備を目指して取り組んでいます。

■�文化財に親しむためのコンテンツ開発とモデル事業推進
　文化財活用センターは、文化財を通じた豊かな体験を多くの人にお楽しみいただくため、企業
や各種団体と連携して、先端的な技術による文化財の複製品や8K映像などのデジタルコンテン
ツを制作するほか、文化財鑑賞のための教育プログラムの開発を行っています。文化財活用セン
ターが制作した複製品やコンテンツは、全国の博物館・美術館での体験型展示、小中高等学校で
の鑑賞教育などに活用されています。

複製品を活用した鑑賞プログラム

文化財活用センター

令和4年度国立博物館収蔵品貸与促進事業
（沖縄県立博物館・美術館）

遺贈・相続財産寄付のご案内
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文化財活用センター長
旭　充



　文化財防災センターは、頻発する各種災害から多様な分野の文化財をまもるため、令和２年
（２０２０）１０月１日に設立されました。
　奈良文化財研究所の施設内に事業拠点を置き、国立文化財機構の２つの文化財研究所と４つの
国立博物館の職員によって構成される文化財防災プロジェクトチームとともに、機構全体として
事業に取り組んでいく体制としています。
　文化財防災センターは、文化財が災害にあわないようにするための減災、被災した文化財をで
きるだけ迅速に救援するための体制づくりと技術開発、そして災害時の文化財の救援活動に対す
る支援という３つの使命を掲げ、様々な事業に取り組んでいます。

文化財防災センター長
髙妻　洋成

■事業の５つの柱
●地域防災体制の構築
　地方公共団体、博物館、美術館、大学等研究機関、地域史料ネット等の文化財
等関係団体の連携及び協力を深め、地域の文化財の防災体制を構築していきます。
(１)�地方公共団体、博物館、美術館、大学等研究機関、地域史料ネット等の文化
財等関係団体との協議、情報交換会の開催

(２)地域文化財の防災体制に関する調査研究
(３)災害発生時における文化財等救援活動の支援

●災害時ガイドライン等の整備
　災害発生時において多様な文化財の迅速な救援活動を実現するために必要とな
る各種のガイドライン等の策定を行います。
(１)各分野の文化財防災に関する課題の整理
(２)�各分野の文化財防災に必要となるガイドライン等を策定

●レスキュー及び収蔵・展示における技術開発
　平常時における文化財の収蔵及び展示における技術開発並びに災害時における
文化財のレスキューに関する技術開発を行います。
(１)文化財の災害に対するリスクの所在及び対処に関する研究会を開催
(２)�保存科学等に基づく被災文化財等の劣化診断、安定化処置及び修理、保存環境、
被災現場の作業環境等や、平時の防災手法等に関する調査研究

●文化財防災を促進するための普及啓発
　文化財防災に関する指導、助言、研修等の啓発及び普及活動を行うとともに、
文化財防災センターでの取組等を広く国内外へ情報発信します。
(１)�シンポジウム、講演会、研究集会、地方公共団体担当者等への研修会開催に
よる地域の防災体制構築のための人材育成等を実施

(２)文化財防災に関する取組についての情報を国内外へ発信
(３)�文化財防災に関する我が国の経験を、シンポジウム、会議等の場で発信し、
諸外国の文化財防災に貢献

●文化財防災に関係する情報の収集と活用
　文化財防災に関する情報の収集を進め、我が国の文化財防災システムを機能的
に運用するための情報の活用方法を検討していきます。
(１)�文化財が被災した災害事例及び文化財防災の先進事例に関する情報の収集・
整理・共有化

(２)�多様な文化財の防災に資するデータベース構築のためのデータ収集及び文化
財防災への活用方法の調査研究

(３)�歴史災害痕跡に関するデータ収集を行い、データベース等の運用及び活用を
推進

(４)�諸外国の防災の取組や被災文化財の保全処置方法に関する新たな知見の入手
(５)�文化財防災に係る課題等の把握のために、文化遺産防災ネットワーク推進会
議及び文化遺産の防災に関する有識者会議を開催

令和4年度中国・四国地方の文化財防災に関わる
研究協議会（於：岡山県庁）

転倒シミュレーション解析を用いた立体作品の転倒
防止対策調査研究事業における三次元計測の様子

シンポジウム「無形文化遺産と防災―被災の経験
から考える防災・減災―」（於：東京文化財研究所）

文化財防災センター
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運営委員会（令和５年４月１日現在）

　国立文化財機構の運営について各界から御意見を伺うべく、外部有識者による運営委員会を設置しています。

　運営委員会は、機構の管理運営に関する重要事項等について理事長に助言することを任務としています。

　委員は２０名以内で、任期２年（再任可）。

　　　　　　青
あお

　柳
やぎ

　俊
とし

　彦
ひこ

　　九州旅客鉄道株式会社代表取締役会長執行役員

　池
いけの

　坊
ぼう

　専
せん

　好
こう

　　華道家元池坊 次期家元

　伊
い

　藤
とう

　嘉
よし

　章
あき

　　愛知県陶磁美術館総長・町田市立博物館館長

　上
うえ

　原
はら

　眞
ま

　人
ひと

　　公益財団法人辰馬考古資料館館長

　梅
うめ

　本
もと

　和
かず

　義
よし

　　独立行政法人国際交流基金理事長

　逢
おお

　坂
さか

　惠
え

理
り

子
こ

　　独立行政法人国立美術館理事長

　木
きの

　下
した

　直
なお

　之
ゆき

　　静岡県立美術館館長

　銭
ぜに

　谷
や

　眞
まさ

　美
み

　　公益財団法人新国立劇場運営財団理事長

　

　田
た

　辺
なべ

　征
いく

　夫
お

　　公益財団法人元興寺文化財研究所所長

　檀
だん

　　　ふ　み　　俳優

　西
にしたかつじ

高辻　信
のぶ

　良
よし

　　太宰府天満宮最高顧問

　西
にし

　村
むら

　泰
やす

　彦
ひこ

　　宮内庁長官

　藤
ふじ

　井
い

　讓
じょう

　治
じ

　　京都大学名誉教授

　古
ふる

　瀬
せ

　奈
な つ こ

津子　　お茶の水女子大学名誉教授

　鉾
ほこ

　井
い

　修
しゅう

　一
いち

　　京都大学名誉教授

　和
わ

　田
だ

　浩
こう

　一
いち

　　観光庁長官

� （敬称略）

外部評価委員会（令和５年４月１日現在）

　国立文化財機構では、機構の業務、調査・研究の実績について、自己点検評価を行うとともに、このことを検証し、適正

な評価を行うために、外部有識者による外部評価委員会を設置しています。

　委員は任期２年（再任可）。

　　　　　　大
おお

久
く

保
ぼ

　純
じゅん

　一
いち

　　国立歴史民俗博物館教授

　小
お

笠
がさ

原
わら

　　　直
なおし

　　監査法人アヴァンティア法人代表CEO 代表社員・公認会計士

　栗
くり

　本
もと

　康
やす

　司
じ

　　秋田県立大学木材高度加工研究所教授

　児
こ

　島
じま

　　　薫
かおる

　　実践女子大学文学部美学美術史学科教授

　小
こ

　松
まつ

　大
たい

　秀
しゅう

　　公益財団法人永青文庫館長

　榊
さかき

　原
ばら

　　　悟
さとる

　　岡崎市美術博物館特任館長

　坂
さか

　本
もと

　弘
ひろ

　子
こ

　　元朝日新聞社常勤監査役

　　

　出
で

　川
がわ

　哲
てつ

　朗
ろう

　　大阪市立東洋陶磁美術館名誉館長・

　　　　　　　　　　大阪大学招聘教授・大阪市博物館機構学芸顧問

　寺
てら

　崎
さき

　保
やす

　広
ひろ

　　奈良大学名誉教授

　名
な

児
ご

耶
や

　　　明
あきら

　　元公益財団法人五島美術館副館長・筆の里工房副館長

　浜
はま

　田
だ

　弘
ひろ

　明
あき

　　桜美林大学教授

　藤
ふじ

　井
い

　恵
けい

　介
すけ

　　東京大学名誉教授

� （敬称略）

役員（令和５年４月１日現在）

　理事長（九州国立博物館長）	 島
しま

　谷
たに

　弘
ひろ

　幸
ゆき

　理　事	 塩
しお

　見
み

　みづ枝
え

　理　事（東京文化財研究所長）	 齊
さい

　藤
とう

　孝
たか

　正
まさ

　理　事	 林
はやし

　田
だ

　ス　マ

　

　

 監　事	 久
く

留
る

島
しま

　典
のり

　子
こ

 監　事	 稲
いな

　垣
がき

　正
まさ

　人
と

職員数�
区　分 職員 一般職 技能・労務職 専門職 研究職

計 ４１１ １５５ １８ １９ ２１９
本部事務局 ３２ ３２ ０ ０ ０
文化財活用センター ２２ ６ ０ ４ １２
文化財防災センター １０ １ ０ ０ ９
東京国立博物館 １１３ ３７ １１ １１ ５４
京都国立博物館 ４４ ２０ ４ １ １９
奈良国立博物館 ３４ １５ ３ １ １５
九州国立博物館 ２７ １０ ０ ０ １７
東京文化財研究所 ４３ ７ ０ １ ３５
奈良文化財研究所 ８２ ２４ ０ １ ５７
アジア太平洋無形文化遺産研究センター ４ ３ ０ ０ １

（令和５年４月１日現在）

Ⅳ 資　料
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令和５年度予算
収入予算額  （単位：千円）

令和５年度 令和４年度

自己収入 １,６２５,７５０ １,３２８,９１１

運営費交付金 ９,５７７,４４８ ８,９１８,４８９

受託収入 ８００,９６３ ７９６,７８４

施設整備費補助金 ０ ０

その他寄附金等 ７８７,０２８ ７８７,５３０

合　計 １２,７９１,１８９ １１,８３１,７１４

支出予算額  （単位：千円）

令和５年度 令和４年度

運営事業費 １１,２０３,１９８ １０,２４７,４００

　人件費 ４,１１３,６４７ ３,８７１,８６５

　物件費 ７,０８９,５５１ ６,３７５,５３５

受託事業費 ８００,９６３ ７９６,７８４

施設整備費 ０ ０

その他寄附金等 ７８７,０２８ ７８７,５３０

合　計 １２,７９１,１８９ １１,８３１,７１４

予算

本部事務局長

東京国立博物館

アジア太平洋無形文化遺産研究センター

京都国立博物館

奈良国立博物館

九州国立博物館

東京文化財研究所

奈良文化財研究所

総務企画課

財務課

経理課

環境整備課

本部事務局

法人本部

理 事

理事長

監査室

副センター長 研究担当

総務担当

文化財防災統括リーダー

文化財防災センター

文化財防災センター長

文化財活用センター長

企画担当

貸与促進担当

デジタル資源担当

保存担当

総務担当

文化財活用センター

副センター長

監 事

皇居三の丸尚蔵館準備室

（令和５年４月１日現在）

組織図
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○寄附・寄贈
【寄　附】
　独立行政法人は国から運営費交付金や施設整備費補助金を得て事業運営していますが、厳しい財政状況や効率化を図る観
点から、広く外部資金を導入し経営に役立てることが求められています。国立文化財機構も例外ではなく、入場料以外にも
収入の道を確保しなければなりません。このような趣旨から、個人・団体を問わず広く皆様に御支援をお願いしています。
　国立文化財機構は、税法上の優遇措置の対象となる「特定公益増進法人」となっており、機構へ寄附を行う個人・団体は、
当該寄附金について一般の法人に対する寄附金とは異なる所得税・法人税の優遇措置を受けることができます。

【寄　贈】
　国立文化財機構では、文化財を保存・管理、調査研究、展示などでの公開に活用しています。これらの事業を行うため文
化財を計画的に購入するほか、文化財を所有される方からの御寄贈もいただいています。

　

御寄附・御寄贈に関する相談や手続きについては、以下にお問い合わせください。

施設名 寄附 寄贈 お問合せ先 

東京国立博物館 総務部経理課 学芸研究部列品管理課登録室 ０３- ３８２２- １１１１（代表）

京都国立博物館 総務課財務係 学芸部列品管理室 ０７５- ５４１- １１５１（代表）

奈良国立博物館 総務課財務係 学芸部企画室
０７４２- ２２- ４４５４ （寄附・直通）
０７４２- ２２- ７７７４ （寄贈・直通）

九州国立博物館 総務課財務係 文化財課資料登録室 ０９２- ９１８- ２８０７（代表）

東京文化財研究所 研究支援推進部管理課企画渉外係 ０３- ３８２３- ２２４９（直通）

奈良文化財研究所 研究支援推進部総務課 ０７４２- ３０- ３９１６（直通）

アジア太平洋無形文化遺産研究センター 総務担当 ０７２- ２７５- ８０５０（直通）

国立博物館および文化財研究所の寄附・会員制度をまとめて紹介する「国立文化財機構寄附ポータルサイト」（https://support-us.
nich.go.jp）もございます。

外部資金受入（令和５年４月１日現在）

施　設

科学研究費
受託研究費（４年度） 研究助成金（４年度）①科学研究費補助金

（５年度）
②学術研究助成基金助成金

（５年度）

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 

本 部 事 務 局 ０ ０ ０ ０ ２ ４２，３１１ １ １１，５２４

東 京 国 立 博 物 館 ９ ４４，７２０ ３３ ２９，３１５ ４ １６２，９９８ ６ ７，８５４

京 都 国 立 博 物 館 ５ １２，２９０ ５ ２，２１０ １ １０，０４５ ４ １８，４００

奈 良 国 立 博 物 館 １ ０ ２ １，４３０ ０ ０ ３ １，９００

九 州 国 立 博 物 館 ３ ８，５８０ ６ ５，０７０ １ １５２ ２ ９５０

東 京 文 化 財 研 究 所 １２ ４６，３２０ ２５ ２５，０９０ ５ １０２，５７３ ４ １７，７５７

奈 良 文 化 財 研 究 所 １７ ７５，１７０ ５２ ４９，４９１ ３２ ２２６，８０２ ９ ２，８５８

アジア太平洋無形文化
遺 産 研 究 セ ン タ ー ０ ０ １ ０ ２ ４７，８４４ ０ ０

計 ４７ １８７，０８０ １２４ １１２，６０６ ４７ ５９２，７２６ ２９ ６１，２４３

※①の金額は、当初の交付決定額の５年度分の金額です。
※②の金額は、複数年度の事業の場合、当初の交付決定時に各年度分の交付額が示されます。
※金額には間接経費を含みます。
※受託研究費は機構内の委託を除きます。

国立文化財機構からのお知らせ
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【キャンパスメンバーズ】
　各国立博物館では、大学や専修学校等を対象としたキャンパスメンバーズ制度を設けています。本制度は大学等と博
物館との連携を深め、学生の皆さんにより博物館に親しんでいただく機会を提供することを目的としています。
　学生数に応じた年会費をお支払いいただくことにより、平常展（総合文化展、名品ギャラリー、名品展、文化交流展）
を無料で御観覧いただけるなど各博物館で様々な特典を御用意しています。

○多様な観覧機会の確保と外部資金の獲得
　国立文化財機構では、国内外の皆様に親しまれる博物館を目指し、展示解説、キャプション・音声ガイド等について
英語・中国語・韓国語での情報発信を推進し、日本の伝統文化や日本美術になじみの薄い方にも分かりやすい解説を目
指しています。
　また、観覧環境の整備やデジタル技術を用いたコンテンツ開発、オンラインを活用した教育活動、広報活動の充実に
取り組んでいます。
　文化財機構の業務の安定的な継続と業務の質の向上に必要な資金の充実のために、会員制度の充実やファンドレイジ
ング事業の推進、ユニークベニューに代表される保有財産の有効活用、競争的資金の獲得などの多様な財源の確保に努
めています。
　　　　　　　　　　　　

茶室八窓庵及び庭園をクラウドファンディング
により改修（奈良国立博物館）

○会員制度
　広く御支援をいただき運営基盤を確保するため、東京国立博物館・奈良国立博物館・九州国立博物館では賛助会員制
度を設けているほか、京都国立博物館では一般社団法人清風会による御支援をいただいています。
　また、来館者により博物館に親しんでいただくために、東京・京都・奈良・九州の４国立博物館ではそれぞれ様々な
会員制度を設けています。
　国立文化財機構発足１０周年を記念して、４館共通の国立博物館メンバーズパス制度を設けています。

【国立博物館メンバーズパス】

東京国立博物館 京都国立博物館 奈良国立博物館 九州国立博物館

年会費
一般 ２，５００円（税込）

学生 １，２００円（税込）

特典

平常展
東京：総合文化展、京都：名品ギャラリー、奈良：名品展、九州：文化交流展
• 会員証の御提示により、何回でも無料で御観覧いただけます（御本人様のみ）。

その他

京都・奈良・九州国立博物館の特別展を、団体料金で何回でも御観覧いただけます（ただし、団体
割引設定がある場合のみ）。
• 各館券売所にて、会員証の御提示により、団体料金で観覧券を御購入いただけます（御本人様分のみ）。
• 学生の方は大学生（団体料金）の観覧券を御購入いただけます（御本人様分のみ）。

お申込み・
お問合せ先

総務課
渉外開発担当

03-3822-1111（代表）

総務課
事業推進係

075-541-1151（代表）

総務課
事業推進係

0742-22-4450（直通）

総務課

092-918-2807（代表）

光と食のアンサンブル～花宵の宴Directed by NAKED～
（京都国立博物館）

○皇居三の丸尚蔵館の移管について
　皇室から宮内庁への美術品類の御寄贈を契機として平成５年に開館した三の丸尚蔵館は、現在新施設への移行準備の
ため、令和元年度より宮内庁が新施設の建設工事を開始し、令和８年の全館開館を目指し工事を進めています。
　政府の方針により、令和５年１０月１日付で宮内庁から三の丸尚蔵館の管理・運営が国立文化財機構に移管されるこ
とが決定しました。移管後の名称は「皇居三の丸尚蔵館」とし、令和５年１１月３日にⅠ期棟の開館を予定しています。
　皇室から受け継いだ貴重な文化財を末永く大切に保管し、調査研究を進めるとともに、より多くの方々に親しんでい
ただけるよう、運営に取り組んでまいります。
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